
幸
田
露
伴
の
少
年
向
け
教
訓
話

一
七

は
じ
め
に

明
治
十
六
年
、
幸
田
文
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
露
伴
は
「
両
親
に
学
費
の
負
担

を
か
け
な
い
や
う
に
と
、
汐
留
の
電
信
修
技
学
校
へ
給
費
生
で
入
学
、
翌
年
卒
業
」

し
、
明
治
十
八
年
、「
北
海
道
余
市
電
信
分
局
へ
、
い
さ
ゝ
か
給
与
の
い
ゝ
こ
と

を
取
柄
に
十
等
技
手
と
し
て
赴
任
し
た
」（「
看
板
の
う
ら
」昭
和
三
十
年
七
月『
電

信
電
話
』）。
し
か
し
、
明
治
二
十
年
八
月
、
勝
手
に
辞
め
て
帰
郷
し
て
し
ま
う
。

こ
の
北
海
道
時
代
に
露
伴
は
大
量
の
仏
典
を
読
み
込
ん
だ
。本
人
談
に
よ
る
と
、

「
北
海
道
へ
は
行
李
に
二
杯
ほ
ど
本
を
も
っ
て
い
っ
た
が
﹇
略
﹈
た
ち
ま
ち
そ
れ

ら
の
本
を
読
ん
で
し
ま
っ
た
」（
小
林
勇
『
蝸
牛
庵
訪
問
記
』「
昭
和
十
三
年
」、

昭
和
三
十
一
年
三
月
岩
波
書
店
）。
そ
こ
へ
、
永
全
寺
の
東
開
和
尚（
1
）が
「
仏

経
や
禅
書
を
沢
山
貸
し
て
く
れ
た
。
露
伴
は
、
こ
れ
は
有
難
う
と
、
そ
の
仏
経
や

禅
書
を
片
端
か
ら
読
破
し
た
」（
柳
田
泉
『
幸
田
露
伴
』「
少
年
の
こ
ろ
」、
昭
和

十
七
年
二
月
中
央
公
論
社
）。
帰
郷
後
も
仏
典
を
読
ん
だ
た
め
に
、「
父
は
息
子
が

坊
主
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
そ
う
で
あ
る
」（
塩
谷
賛
『
幸
田
露
伴
』

上
「
処
女
作
」、
昭
和
四
十
年
七
月
中
央
公
論
社
）。

ま
た
露
伴
は
、『
消
夏
雑
譚
』「
難
陀
」（
明
治
二
十
八
年
七
月
二
十
三
日『
国
会
』）

で
「
坪
内
逍
遥
氏
が
嘗
て
書
き
た
る
も
の
ゝ
中
に
難
陀
を
好
学
の
人
な
り
し
か
の

如
く
云
へ
る
節
あ
り
し
が
﹇
略
﹈
却
つ
て
難
陀
は
学
を
好
ま
ざ
る
俗
子
た
り
し
を

知
る
の
み
」
と
述
べ
、「
何
の
好
学
の
こ
と
か
あ
ら
ん
、何
の
好
学
の
事
か
あ
ら
ん
」

と
結
ぶ
。
こ
れ
は
逍
遥
が
、明
治
二
十
五
年
四
月
に
「
文
玉
菩
薩
の
剛
意
見
」（『
早

稲
田
文
学
』）
で
、
森
鷗
外
の
前
生
は
「
難
陀
尊
者
と
い
ひ
強
記
多
聞
第
一
の
仏

弟
子
、
知
れ
る
が
上
に
も
尚
知
ら
ん
と
﹇
略
﹈w

hat? w
hat? 

と
学
問
し
た
り
し

功
徳
に
て
再
び
此
の
世
の
大
導
師
と
生
れ
い
で
た
る
も
の
ぞ
か
し
」
と
述
べ
た
こ

と
を
指
そ
う
。
露
伴
の
仏
典
知
識
に
対
す
る
自
信
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
仏
書
に
親
し
ん
だ
露
伴
に
は
、『
般
若
心
経
第
二
義
注
』（
明
治

二
十
三
年
八
月
と
推
定（
2
）。
昭
和
二
十
二
年
十
月『
文
学
』）、『
一
切
経
の
伝
』（
明

治
二
十
七
年
二
月
『
小
国
民
』）、『
蝸
牛
庵
聯
話
』「
金
光
明
最
勝
王
経
」（
昭
和

十
四
年
十
一
月
『
中
央
公
論
』）、
同
「
弁
才
天
女
」（
昭
和
十
四
年
十
二
月
『
中

央
公
論
』）
な
ど
、
仏
典
に
関
す
る
評
論
や
注
釈
が
多
く
備
わ
る
。
ま
た
、『
伊
舎

那
の
園
』（
大
正
四
年
五
月
『
婦
人
画
報
』）
で
、「
こ
の
頃
少
し
「
華
厳
経
」
を

調
べ
て
居
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
婦
人
に
関
す
る
面
白
い
話
を
三
つ
ば
か
り
見
受

幸
田
露
伴
の
少
年
向
け
教
訓
話
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一
八

け
ま
し
た
」
と
し
て
、続
く
『
春
の
夜
語
り
』
二
（
大
正
五
年
六
月
『
淑
女
画
報
』）、

『
道
を
尋
ね
て
』（
大
正
六
年
三
月
『
婦
人
』）
で
、
華
厳
経
の
中
の
女
性
を
紹
介

し
て
い
る
。

そ
の
他
、た
と
え
ば
小
説
『
婦
女
』（
明
治
二
十
四
、五
年
と
推
定（
3
））
で
、『
玉

耶
経
』
の
七
輩
婦
に
倣
っ
て
「
当
世
七
輩
婦
」
を
描
き
、
談
話
『
仏
教
に
現
れ
た

る
女
性
』（
明
治
三
十
八
年
三
月
『
文
藝
倶
楽
部
』）
で
も
『
玉
耶
経
』
の
七
輩
婦

を
語
っ
て
い
る
。
史
伝
で
は
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
を
典
拠
と
す
る
『
真

西
遊
記
』（
明
治
二
十
六
年
三
月
学
齢
館
）
が
あ
る
。『
解
頤
茶
話
』（
明
治

二
十
六
年
七
月
六
日
『
国
会
』）
で
も
『
百
喩
経
』
を
用
い
て
笑
い
話
を
仕
立
て

て
い
る
こ
と
は
、
前
稿（
4
）で
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
仏
典
を
典
拠
と
し
た
少
年
向
け
の
教
訓
話
も
あ
る
。

・『
宝
の
蔵
』（
明
治
二
十
五
年
七
月
学
齢
館
刊
。
全
十
五
話
）。

・『
印
度
の
古
話
』（
明
治
二
十
六
年
六
〜
七
月
『
小
国
民
』。
全
二
話
）。

・『
露
伴
夜
話
』（
明
治
三
十
年
四
〜
六
月
『
少
国
民
』。
全
三
話
）。

・『
五
王
子
』（
明
治
三
十
年
十
月
『
少
国
民
』。
全
一
話
）。

『
露
伴
全
集
』
巻
十
（
昭
和
二
十
八
年
七
月
岩
波
書
店
）・
巻
十
一
（
昭
和

二
十
四
年
十
一
月
）
に
は
「
少
年
文
学
」
に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
た
作
品
が

三
十
九
話
収
録
さ
れ
、
上
記
の
四
作
品
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。『
鉄
三
鍛
』（
明

治
二
十
三
年
一
月
『
少
年
園
』）
が
少
年
向
け
の
第
一
作
で
、
そ
の
後
は
、
明
治

二
十
年
代
と
四
十
年
代
後
半
に
集
中
し
、『
米
価
問
答
』（
大
正
元
年
八
月
『
実
業

少
年
』）
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
小
説
、
史
伝
、
教
訓
話
な

ど
に
分
類
で
き
、『
露
伴
全
集
』「
月
報
」二
十
二（
昭
和
二
十
八
年
六
月
岩
波
書
店
）

の
「
編
纂
室
よ
り
」
は
「「
二
宮
尊
徳
」「
新
西
遊
記
」「
日
蓮
上
人
」「
鄭
成
功
」「
伊

能
忠
敬
」
の
伝
記
類
や
、「
宝
の
蔵
」「
文
明
の
庫
」
の
教
訓
・
教
育
の
書
と
並
ん

で
、
こ
れ
だ
け
の
少
年
文
学
の
業
績
を
遺
し
た
の
は
、
明
治
の
文
豪
の
中
に
あ
つ

て
露
伴
ひ
と
り
で
あ
ら
う
」
と
、
高
く
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、『
少
年
文
学
史
』

明
治
篇
巻
上
（
昭
和
十
七
年
六
月
童
話
春
秋
社
）
が
、「
幸
田
露
伴
子
が
、
夙
に

印
度
の
闍
多
迦
に
材
を
求
め
て
、
幾
多
未
聞
の
奇
話
を
紹
介
し
た
一
事
は
、
亦
忘

る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
仏
典
を
典
拠
に
し
た
少
年
向
け
の

教
訓
話
は
、
露
伴
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
っ
た
。

上
記
の
よ
う
に
、
仏
典
を
用
い
た
作
品
は
評
論
、
小
説
、
史
伝
な
ど
広
く
見
ら

れ
た
。
幸
田
文
が
、「
父
の
文
学
に
現
れ
る
孤
独
感
と
激
し
い
感
受
性
は
、
人
生

の
出
発
点
で
あ
る
青
春
時
代
に
過
ご
し
た
荒
涼
と
し
た
余
市
で
培
わ
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
と
く
に
、
日
本
海
の
激
浪
が
、
哀
感
を
あ
お
り
、
仏
教
的
思
想
を
生

み
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
読
売
新
聞
北
海
道
支
社
編
『
北
海
道
の

百
年
』
昭
和
五
十
年
八
月
読
売
新
聞
社
）
と
言
う
よ
う
に
、
露
伴
文
学
に
お
け
る

仏
典
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、上
に
記
し
た
、

仏
典
を
典
拠
と
し
た
少
年
向
け
教
訓
話
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
、
分
析
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

一
、
少
年
向
け
教
訓
話
の
典
拠

『
宝
の
蔵
』
は
明
治
二
十
五
年
七
月
学
齢
館
か
ら
刊
行
、
の
ち
明
治
三
十
五
年

二
月
に
『
宝
の
蔵
』『
宝
の
山
』
の
二
分
冊
と
し
て
春
陽
堂
か
ら
再
刊
、
さ
ら
に

大
正
七
年
七
月
に
再
度
一
冊
に
合
冊
し
、『
宝
の
蔵
』と
し
て
春
陽
堂
か
ら
再
々
刊
。

初
版
は
、「
よ
み
は
じ
め
」、
本
文
全
十
五
話
、「
よ
み
を
は
り
」
か
ら
成
る
。
再
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一
九

刊
﹇
以
下
「
再
版
」﹈『
宝
の
蔵
』
は
、「
よ
み
は
じ
め
」、
初
版
の
第
一
・
二
・

十
五
・
十
一
・
十
三
・
七
・
十
四
話
、「
よ
み
じ
ま
ひ
」。『
宝
の
山
』は「
よ
み
は
じ
め
」、

第
四
・
三
・
五
・
九
・
六
・
十
・
八
・
十
二
話
、「
よ
み
じ
ま
ひ
」。
合
冊
版﹇
以
下「
三
版
」﹈

は
、『
宝
の
蔵
』『
宝
の
山
』
の
話
の
並
び
方
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
。
つ
ま
り
一

冊
で
は
あ
る
が
、
初
刊
と
は
話
の
並
び
が
異
な
っ
て
お
り
、「
よ
み
は
じ
め
」、
上

記
全
七
話
、「
読
み
て
後
聞
き
て
後
」、「
又
の
日
の
会
」、
上
記
全
八
話
、「
よ
み

じ
ま
ひ
」
と
な
る
。「
読
み
て
後
聞
き
て
後
」「
又
の
日
の
会
」
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
よ

み
じ
ま
ひ
」「
よ
み
は
じ
め
」
に
当
た
る
。

初
版
と
再
版
と
の
大
き
な
異
同
は
、
巻
末
に
置
か
れ
た
教
訓
の
ま
と
め
「
よ
み

を
は
り
」
或
い
は
「
よ
み
じ
ま
ひ
」
で
あ
る
が
、
詳
細
は
第
五
章
で
述
べ
る
。
三

版
は
露
伴
が
序
で
、「
二
十
年
前
の
文
辞
、今
に
於
て
予
の
改
め
ん
と
欲
す
る
も
の
、

固
よ
り
少
か
ら
ず
、
然
れ
ど
も
結
構
既
に
成
れ
ば
、
柱
ち
ゅ
う

楹え
い

換
へ
難
き
も
の
あ
り
、

已
む
を
得
ず
一
切
旧
に
従
ひ
て
、
た
ゞ
其
の
爛
脱
を
補
修
す
る
に
止
む
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、
再
版
と
大
き
な
異
同
は
な
い
。

『
露
伴
全
集
』
巻
十
一
（
前
掲
）「
後
記
」
は
「
旧
全
集
﹇
昭
和
五
年
七
月
岩
波

書
店
『
露
伴
全
集
』
巻
五
﹈
は
再
刊
二
冊
本
を
用
ゐ
て
ゐ
る
が
、
本
全
集
は
幸
田

成
友
所
蔵
の
初
刊
本
原
稿
を
用
ゐ
再
刊
本
﹇
再
版
﹈・
旧
全
集
を
校
合
し
た
」
と

述
べ
る
。「
初
刊
本
原
稿
を
用
」
い
た
と
言
う
が
、全
集
の
本
文
は
初
版
『
宝
の
蔵
』

と
異
同
が
多
く
、
む
し
ろ
再
版
・
旧
全
集
に
極
め
て
近
い
。

な
お
、『
印
度
の
古
話
』『
露
伴
夜
話
』『
五
王
子
』
は
、
全
集
と
初
出
の
本
文

に
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
ず
、
単
行
本
、
旧
全
集
（
昭
和
四
年
十
一
月
〜
五
年
十

月
岩
波
書
店
『
露
伴
全
集
』）
に
入
ら
な
い
。

さ
て
、
露
伴
は
初
版
『
宝
の
蔵
』「
緒
言
」
で
、「
飯
後
茶
間
に
妹
等
と
談
笑
す

る
に
及
ん
で
は
﹇
略
﹈
百
喩
百
縁
の
類
、
胸
臆
に
浮
ぶ
も
の
一
則
或
は
二
則
を
と

つ
て
語
」っ
て
い
た
の
を
、「
学
齢
館
主﹇
高
橋
省
三
﹈の
知
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て
」、

「
此
書
を
成
す
に
至
れ
り
」
と
出
版
の
経
緯
を
記
し
、「
唯
我
の
我
が
小
妹
に
与
ふ

る
と
こ
ろ
の
者
を
以
つ
て
直
に
我
が
年
少
者
に
餽お
く

る
の
み
」と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、

三
版
『
宝
の
蔵
』「
序
」
で
、「
仏
典
中
の
譬
喩
談
に
就
き
て
児
童
に
取
り
て
興
あ

る
べ
し
と
思
ふ
も
の
を
撰
み
、
語
を
補
ひ
義
を
衍
べ
て
、
之
を
世
に
公
に
せ
り
」

と
も
い
う
。『
印
度
の
古
話
』
冒
頭
に
は
、「
前
に
宝
の
蔵
と
名
づ
け
て
学
齢
館
の

需
め
に
応
じ
出
版
せ
し
め
し
に
、
お
も
ひ
の
ほ
か
に
面
白
し
と
て
少
年
諸
子
の
、

猶
其
他
に
も
話
あ
り
や
有
ら
ば
聞
か
せ
よ
と
云
ひ
越
し
玉
ふ
も
あ
る
ま
ゝ
、
今
ま

た
一
条
の
物
語
り
を
こ
ゝ
に
載
す
べ
し
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、『
宝
の
蔵
』
の

好
評
に
よ
っ
て
『
印
度
の
古
話
』
が
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
露
伴
夜
話
』
も
冒
頭
で
、「
年
ゆ
か
ぬ
人
々
の
た
め
に
、
仏ぶ
つ
せ
つ経
の
中
に
見
え
た

る
譬
喩
、
ま
た
は
久
遠
世
の
も
の
が
た
り
な
ん
ど
の
興
あ
り
、
と
我
が
覚
ゆ
る
を

取
り
出
で
、
少
し
く
言
葉
を
添
へ
つ
、
或
は
削
り
つ
し
て
、
語
る
べ
し
」
と
述
べ

る
。『
五
王
子
』
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
お
伽
噺
」
と
添
え
ら
れ
、
末
尾
で
仏
説
か

ら
の
寓
意
だ
と
明
か
さ
れ
る
。
な
お
、塩
谷
賛
も
『
幸
田
露
伴
』
上
（
前
掲
）「
新

羽
衣
物
語
」
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
露
伴
夜
話
』『
五
王
子
』
は
口
語
文
で
書
か

れ
、『
宝
の
蔵
』『
印
度
の
古
話
』
の
文
語
文
と
は
異
な
る
。

以
上
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
露
伴
が
子
供
た
ち
の
た
め
に
仏
典
か
ら
喩

え
話
を
選
ん
で
書
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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恵

二
〇

二
、
大
蔵
経

仏
典
を
典
拠
と
し
た
少
年
向
け
の
教
訓
話
は
、『
大
蔵
経
』
に
拠
っ
て
書
か
れ

て
い
る
。
妹
﹇
安
藤
幸
﹈
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
露
伴
が
明
治
二
十
四
年
に
購
入
し

た
谷
中
の
家
の
「
中
廊
下
ぞ
ひ
の
戸
棚
に
「
一
切
経
」
が
は
い
つ
て
ゐ
た
」、「
そ

の
一
切
経
は
和
綴
の
活
版
本
で
あ
つ
た
」
と
い
う（
5
）。
柳
田
泉
「
露
伴
先
生
蔵

書
瞥
見
記
」（
昭
和
四
十
一
年
三
〜
四
月
『
文
学
』）
に
は
『
大
日
本
蔵
経
』、『
大

日
本
続
蔵
経
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
三
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
二
者
は
、

明
治
十
四
年
〜
十
八
年
刊
行
の
『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』（『
縮
刷
蔵
経
』）
と
明

治
三
十
八
年
〜
大
正
元
年
刊
行
の
『
大
日
本
続
蔵
経
』
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る（
6
）。

『
宝
の
蔵
』﹇
以
下
、
断
ら
な
い
限
り
初
版
に
拠
る
﹈
は
、
目
録
で
、「
十
誦
律

巻
九
、
縮
、
張
三
ノ
五
十
九
丁
」
の
よ
う
に
典
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
縮
」

と
は
『
縮
刷
蔵
経
』
の
略
で
あ
り
、「
張
三
」
は
千
字
文
の
順
で
つ
け
ら
れ
た
函

の
名
と
そ
の
第
何
冊
か
を
示
す
。
す
な
わ
ち
「
張
三
」
と
は
「
張
」
の
函
の
第
三

冊
の
意
。
対
照
す
る
と
、露
伴
が
明
示
し
た
典
拠
は
、『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』（『
縮

刷
蔵
経
』）
の
丁
付
け
に
一
致
す
る
。
但
し
、『
宝
の
蔵
』
第
九
・
十
話
の
み
、「
雑

宝
蔵
経
巻
八
、
旧
、
既
八
ノ
二
十
一
丁
」、「
雑
宝
蔵
経
巻
二
、
旧
、
既
二
ノ
二
丁
」

の
よ
う
に
、「
旧
」
と
記
さ
れ
る
。「
旧
」
と
は
、
鉄
眼
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』（
天

和
元
年
﹇
一
六
八
一
﹈
成
立（
7
））
を
指
す
。「
縮
」
の
『
縮
刷
蔵
経
』
よ
り
も
「
旧
」

い
大
蔵
経
は
、天
海
『
天
海
版
大
蔵
経
』（
慶
安
元
年
﹇
一
六
四
八
﹈
成
立
）
と
『
黄

檗
版
大
蔵
経
』
で
あ
る
が（
8
）、
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
第
九
・
十
話
の
『
雑
宝

蔵
経
』
の
丁
付
け
は
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
に
一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
露
伴
は

黄
檗
版
で
『
雑
宝
蔵
経
』
を
見
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、『
一
切
経
の
伝
』

（
前
掲
）
で
は
「
今
猶
続
々
印
刷
し
て
海
内
に
流
布
す
る
黄
檗
本
」
と
あ
る
。

『
雑
宝
蔵
経
』
は
、
因
縁
・
譬
喩
な
ど
の
諸
経
や
物
語
を
含
め
て
集
録
し
た
雑

集
経
で
あ
る（
9
）。『
縮
刷
蔵
経
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
れ
を
、
な
ぜ
露
伴

は
わ
ざ
わ
ざ
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
で
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
三
版
『
宝
の
蔵
』
序

文
で
、「
其
の
題
し
て
宝
の
蔵
と
い
ふ
も
の
は
、
雑
宝
蔵
経
の
名
に
因
む
の
み
」

と
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
露
伴
は
『
雑
宝
蔵
経
』
に
特
別
の
思
い
を
抱

い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
我
が
初
め
て
仏
書
を
読
ま
ん
と
し
た
る
時
は
実
に

此
経
﹇
般
若
心
経
﹈
に
縁
あ
り
て
、
折
本
に
な
り
た
る
無
注
の
も
の
を
広
小
路
に

て
得
た
る
」（
前
掲
『
般
若
心
経
第
二
義
注
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
初
め
て
『
般
若

心
経
』
を
手
に
し
た
の
ち
、
明
治
二
十
四
年
頃
に
『
縮
刷
蔵
経
』
を
購
入
す
る
ま

で
、
露
伴
は
黄
檗
版
『
雑
宝
蔵
経
』
を
有
し
愛
読
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
お
、『
宝
の
蔵
』
に
続
く
『
印
度
の
古
話
』
も
、
露
伴
は
言
及
し
て
い
な

い
が
、『
雑
宝
蔵
経
』
が
典
拠
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
上
記
の
教
訓
話
の
典
拠
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。『
宝
の
蔵
』

は
典
拠
が
目
録
で
詳
細
に
示
さ
れ
る
が（
10
）、『
印
度
の
古
話
』
は
記
載
な
し
、『
露

伴
夜
話
』
は
話
の
末
尾
に
「
仏
説
雑
讃
経
」「
仏
説
腹
使
経
」「
仏
説
是
我
所
経
」

と
書
か
れ
、『
五
王
子
』
は
「
拠
仏
説
」
と
の
み
記
さ
れ
る
。
以
下
、『
雑
宝
蔵
経
』

は
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』（
文
政
四
年
﹇
一
八
二
一
﹈
貝
葉
堂
）
を
用
い
、
そ
の
他

は
『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』（
明
治
十
八
年
十
二
月
弘
教
書
院
）
に
拠
っ
て
、
調

査
結
果
を
示
す
。

『
宝
の
蔵
』

・
第
一
話
「
善
牙
獅
子
と
善
搏
虎
と
両
舌
野
干
と
の
話
」
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二
一

『
十
誦
律
』
九
（
五
十
九
丁
裏
）、『
弥み

し
ゃ
そ
く
ぶ
わ
け

沙
塞
部
和
醯
五
分
律
』
六
（
三
十
四
丁
表
）。

獅
子
と
虎
の
仲
を
裂
い
て
自
分
が
得
を
し
よ
う
と
企
ん
だ
狐
が
、
そ
れ
を
見
破

ら
れ
て
殺
さ
れ
る
話
。

・
第
二
話
「
烏
と
鶏
と
の
間
の
雛
の
話
」

『
摩
訶
僧
祇
律
』
二
十
四
（
六
十
九
丁
表
）。

烏
と
鶏
の
間
に
生
ま
れ
た
雛
が
、
ど
う
教
え
て
も
、
父
の
よ
う
に
も
母
の
よ
う

に
も
鳴
け
な
い
話
。

・
第
三
話
「
毒
箭
に
中
り
た
る
愚
人
の
話
」

『
中
阿
含
経
』
六
十
（
九
十
七
丁
表
）、『
仏
説
箭
喩
経
』（
八
十
九
丁
裏
）。

毒
矢
に
当
た
っ
た
愚
人
が
、矢
の
飛
来
し
た
方
角
等
を
無
駄
に
思
案
す
る
う
ち
、

毒
が
回
り
死
ぬ
話
。

・
第
四
話
「
猿
と
虬み
づ
ちと
の
話
」

『
仏
本
行
集
経
』
三
十
一
（
四
十
二
丁
表（
11
））、『
生
経
』「
仏
説
鼈べ
つ
び
こ
う

獼
猴
経
」

十
（
二
十
八
丁
表
）。

猿
の
心
臓
を
獲
る
た
め
計
略
を
立
て
た
虬
が
、
猿
の
機
転
に
騙
さ
れ
失
敗
す
る

話
。

・
第
五
話
「
象
と
猿
と
巓て
ん
た
て
う

多
鳥
と
の
話
」

『
四
分
律
』
五
十
（
二
十
九
丁
表
）、『
摩
訶
僧
祇
律
』
二
十
七
（
八
十
六
丁
裏
）。

象
と
猿
が
年
長
者
の
巓
多
鳥
を
敬
い
、
巓
多
鳥
が
昔
語
り
を
し
て
知
恵
を
授
け

る
話
。

・
第
六
話
「
弶わ
な

に
か
ゝ
り
し
鹿
の
話
」

『
仏
説
鹿
母
経
』（
二
丁
裏
）。

罠
に
落
ち
た
母
鹿
が
、
小
鹿
た
め
に
一
時
放
た
れ
る
も
、
猟
師
と
の
約
束
を
守

り
戻
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
信
義
に
報
い
解
放
さ
れ
る
話
。

・
第
七
話
「
記
恩
野
干
と
老
獅
子
王
と
の
話
」

『
十
誦
律
』
三
十
六
（
三
十
六
丁
裏
）。

老
い
て
穴
に
落
ち
て
見
捨
て
ら
れ
た
獅
子
を
、狐
が
恩
返
し
の
た
め
助
け
る
話
。

・
第
八
話
「
水
牛
と
猿
と
人
と
の
話
」﹇
目
次
は
「
水
牛
と
猿
と
樹
神
と
の
話
」﹈

『
生
経
』「
仏
説
水
牛
経
」
三
十
（
四
十
三
丁
表
）。

水
牛
が
猿
か
ら
辱
め
を
受
け
て
も
、
必
ず
報
い
が
あ
る
と
言
っ
て
放
置
し
、
そ

の
通
り
猿
が
死
ぬ
話
。

・
第
九
話
「
梟
と
烏
と
の
話
」

『
雑
宝
蔵
経
』
八
（
二
十
丁
裏
）。

梟
と
烏
が
憎
み
合
っ
て
争
い
を
す
る
中
、
知
恵
の
あ
る
烏
の
策
略
が
奏
功
し
、

梟
が
全
滅
す
る
話
。

・
第
十
話
「
兎
他
の
善
を
助
く
る
に
勇
猛
な
る
話
」

『
旧
雑
譬
喩
経
』下（
二
十
四
丁
裏
）、『
生
経
』「
仏
説
兎
王
経
」三
十
一
」（
四
十
三

丁
裏
）、『
雑
宝
蔵
経
』
二
（
二
丁
裏
）、『
六
度
集
経
』
三
（
六
十
丁
表
）。

狐
、
猿
、
獺
、
兎
が
大
学
者
の
た
め
に
食
物
を
探
し
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
兎
が

火
に
飛
び
込
み
、
自
身
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
す
る
話
。

・
第
十
一
話
「
狼
と
羊
と
の
話
」

『
摩
訶
僧
祇
律
』
四
（
二
十
八
丁
裏
）。

獣
を
獲
る
ま
い
と
決
心
し
た
狼
だ
が
、
羊
に
何
度
も
心
が
揺
ら
ぎ
、
却
っ
て
ひ

ど
い
目
に
遭
っ
て
、
よ
う
や
く
意
が
固
ま
る
話
。

・
第
十
二
話
「
野
干
王
城
を
攻
む
る
話
」

『
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
』
三
（
十
七
丁
表（
12
））。
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二
二

狐
が
獣
の
王
と
な
っ
た
の
ち
、
野
獣
軍
と
人
間
軍
の
戦
い
が
始
ま
る
も
、
獅
子

の
雄
叫
び
に
驚
い
て
転
げ
落
ち
た
狐
が
、
あ
っ
け
な
く
殺
さ
れ
る
話
。

・
第
十
三
話
「
毒
蛇
と
も
黄
金
と
も
見
え
し
も
の
ゝ
話
」

『
大
荘
厳
経
論
』
六
（
九
十
五
丁
裏
）、『
十
誦
律
』
十
五
（
九
十
三
丁
表
）。

賢
人
が
黄
金
を
目
に
し
て
大
毒
蛇
だ
と
言
っ
て
去
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
農
夫
が

黄
金
を
発
見
し
贅
沢
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
捕
ま
る
。
だ
が
、
大
毒
蛇

の
話
を
思
い
出
し
て
悔
い
た
た
め
赦
さ
れ
た
話
。

・
第
十
四
話
「
啄
木
鳥
怒
つ
て
獅
子
を
罵
る
話
」

『
菩
薩
瓔
珞
経
』
十
一
（
七
十
六
丁
裏
）。

恩
知
ら
ず
な
獅
子
に
腹
を
立
て
た
啄
木
鳥
が
、
嘴
で
獅
子
の
片
目
を
潰
す
話
。

・
第
十
五
話
「
孔
雀
と
国
王
と
国
王
の
后
と
猟
師
と
の
話
」

『
六
度
集
経
』
三
（
五
十
九
丁
裏
）。

孔
雀
が
猟
師
の
周
到
な
罠
に
か
か
り
、
薬
に
す
る
た
め
そ
れ
を
求
め
て
い
た
国

王
に
献
上
さ
れ
た
。
呪
法
で
病
を
癒
す
水
を
作
り
解
放
さ
れ
た
が
、
自
身
、
猟

師
、
国
王
が
皆
愚
か
だ
と
言
い
捨
て
て
去
る
話
。

『
印
度
の
古
話
』

・
第
一
話
「
利

、
阿
利

兄
弟
」﹇
二
話
と
も
題
名
が
な
い
た
め
、
私
が
仮
に

付
け
た
﹈

『
雑
宝
蔵
経
』
五
（
三
丁
表
）。

父
の
遺
言
を
守
ら
ず
、
兄
弟
が
財
産
を
折
半
し
て
別
々
に
暮
ら
し
、
の
ち
に
金

銭
の
や
り
と
り
が
原
因
で
関
係
が
険
悪
と
な
る
。
世
を
憂
え
た
兄
は
出
家
し
托

鉢
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
兄
と
知
ら
ず
に
弟
が
善
心
を
起
こ
し
て
食
料
を
与
え

る
。
そ
の
後
、
弟
は
兎
の
変
化
し
た
死
人
に
絡
み
つ
か
れ
る
が
、
そ
れ
が
黄
金

像
と
な
り
、
善
行
の
報
い
だ
と
言
わ
れ
た
話
。

・
第
二
話
「
棄
老
国
」

『
雑
宝
蔵
経
』
一
（
八
丁
表
）。

老
い
衰
え
た
父
母
を
遠
方
に
棄
て
ね
ば
な
ら
な
い
国
法
が
あ
っ
た
が
、
あ
る
大

臣
は
ひ
そ
か
に
父
を
隠
し
て
い
た
。
神
か
ら
国
に
出
さ
れ
た
い
く
つ
も
の
難
問

に
、
父
に
相
談
し
た
大
臣
だ
け
が
正
答
を
出
し
た
。
国
王
が
大
臣
か
ら
、
父
を

棄
て
ず
そ
の
父
に
尋
ね
て
い
た
事
実
を
聞
き
、
そ
れ
以
降
、
老
人
を
棄
て
る
こ

と
を
禁
じ
て
孝
行
を
勧
め
た
話
。

『
露
伴
夜
話
』

・
第
一
話
「
お
ろ
か
な
る
烏
」

『
生
経
』「
仏
説
雑
讚
経
」
四
十
九
（
五
十
一
丁
表
）。

雄
烏
が
人
家
近
く
で
危
険
に
気
付
き
な
が
ら
、
な
か
な
か
離
れ
な
か
っ
た
た
め

に
生
け
捕
ら
れ
る
。
羽
を
む
し
ら
れ
、
棘
の
輪
を
首
に
巻
か
れ
、
よ
ろ
よ
ろ
に

な
っ
て
巣
に
た
ど
り
着
い
た
。
雌
烏
と
歌
を
詠
ん
で
慰
め
合
っ
て
、
雄
烏
も
よ

う
や
く
引
っ
越
す
こ
と
に
し
、
そ
の
後
は
夫
婦
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
た
話
。

・
第
二
話
「
あ
や
し
き
国
の
使
者
」

『
生
経
』「
仏
説
腹
使
経
」
二
十
八
（
四
十
一
丁
表
）。

飢
饉
が
続
き
、
国
民
は
慈
悲
深
い
王
に
食
物
を
求
め
た
。
倉
庫
の
食
糧
が
底
を

つ
き
そ
う
な
の
で
、
大
臣
が
無
断
で
、
国
民
を
王
宮
に
入
れ
な
い
よ
う
決
め
た
。

あ
る
僧
が
、他
国
の
使
者
を
装
い
王
に
謁
見
し
て
、「
腹
の
国
か
ら
や
っ
て
来
た
」

と
告
げ
る
と
、
王
は
悟
り
、
皆
で
分
け
る
よ
う
牛
を
千
頭
与
え
た
話
。
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二
三

・
第
三
話
「
我
が
物
鳥
」

『
生
経
』「
仏
説
是
我
所
経
」
五
（
二
十
五
丁
裏
）。

け
ち
な
鳥
が
、
実
の
熟
す
時
期
に
な
る
と
、
人
や
別
の
鳥
に
取
ら
れ
る
こ
と
を

心
配
し
、「
私
の
も
の
だ
、
取
る
な
」
と
鳴
く
。
そ
れ
を
聞
く
と
、
実
が
熟
し

た
と
分
か
る
の
で
、
人
や
鳥
が
来
る
。
悋
嗇
な
鳥
は
、
自
身
は
ろ
く
に
食
べ
ず
、

狂
っ
た
よ
う
に
叫
び
続
け
、
精
神
的
に
疲
れ
果
て
て
死
ん
だ
話
。

『
五
王
子
』

・
全
一
話

『
生
経
』「
仏
説
国
王
五
人
経
」
二
十
四
（
三
十
七
丁
表
）。

知
恵
、
技
術
、
美
貌
、
勇
気
、
福
徳
が
そ
れ
ぞ
れ
尊
い
と
考
え
る
五
人
の
王
子

が
他
国
に
旅
し
、
誰
が
勝
っ
て
い
る
か
を
競
う
。
福
徳
こ
そ
貴
い
と
思
う
王
子

が
、
出
か
け
た
先
の
国
で
禅
譲
さ
れ
て
、
残
り
四
人
の
王
子
は
平
伏
し
た
話
。

こ
れ
ら
教
訓
話
の
特
徴
は
、（
一
）
典
拠
と
筋
が
ほ
ぼ
同
じ
、（
二
）
初
版
と
二

刊
で
教
訓
に
異
同
が
見
ら
れ
る
、
の
二
点
で
あ
る
。

（
一
）
の
典
拠
に
つ
い
て
、
露
伴
は
『
宝
の
蔵
』
で
複
数
示
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
か
一
つ
に
拠
っ
て
い
る
た
め
、
他
は
類
話
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
筋
は

同
じ
だ
が
、
典
拠
よ
り
も
長
い
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
動
物
が
登
場
す
る
話
に
見
ら

れ
る
傾
向
で
、
姿
や
行
動
を
細
か
く
描
写
す
る
こ
と
に
よ
る
。
子
ど
も
が
想
像
し

や
す
い
よ
う
仕
向
け
る
配
慮
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
に
関
し
て
は
、
二
刊
の
ほ
う
が
具
体
的
で
、
内
容
も
変
わ
る
。
初
版
『
宝

の
蔵
』
末
尾
で
、「
知
ら
る
ゝ
こ
と
は
ま
こ
と
に
能
く
知
ら
れ
た
り
、
さ
れ
ど
そ

れ
は
い
ま
だ
悟
り
た
る
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
」
と
ま
と
め
る
よ
う
に
、
露
伴
は
、

生
き
る
上
で
の
知
恵
を
子
ど
も
達
が
得
る
よ
う
導
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
導
き

を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
、
二
刊
で
教
訓
の
内
容
を
修
正
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、（
一
）（
二
）
に
つ
い
て
論
じ
る
。

三
、
複
数
の
典
拠
を
持
つ
話

『
宝
の
蔵
』
の
典
拠
で
、
露
伴
が
複
数
挙
げ
て
い
る
の
は
、
第
一
・
三
・
四
・
五
・

十
話
の
計
五
話
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、複
数
の
典
拠
を
持
つ
話
と
し
て
、『
宝
の
蔵
』

第
一
・
十
話
を
取
り
上
げ
よ
う
。
ま
ず
、
第
一
「
善
牙
獅
子
と
善
搏
虎
と
両
舌
野

干
と
の
話
」。
善
牙
と
い
う
獅
子
と
善ぜ
ん
ば
く搏
と
い
う
虎
が
、
獲
物
を
分
け
合
う
な
ど

親
し
く
し
て
い
た
。
そ
れ
を
羨
ん
だ
狐
は
、
二
匹
の
仲
間
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ

る
。
そ
の
後
、
狐
は
残
飯
を
も
ら
っ
て
安
穏
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
餌
が
な
く
な

れ
ば
自
分
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、二
匹
の
仲
を
裂
い
て
、

ど
ち
ら
に
も
い
い
顔
を
し
よ
う
と
企
む
。
ま
ず
獅
子
の
と
こ
ろ
に
向
か
い
、
虎
が

悪
口
を
言
っ
て
い
る
と
告
げ
、
そ
れ
を
悲
し
が
る
。
次
に
虎
に
も
、
獅
子
が
罵
言

を
吐
い
て
い
る
と
言
っ
て
、
ま
た
悲
し
が
る
。
獅
子
と
虎
は
、
互
い
に
怒
り
を
覚

え
た
ま
ま
出
会
う
。
獅
子
が
、
自
分
の
悪
口
を
言
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
と
切
り
出

し
た
こ
と
で
、
虎
が
狐
に
騙
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
二
匹
で
狐
を
裂
い
て

殺
す
。

『
十
誦
経
』（『
縮
刷
蔵
経
』。
以
下
、
大
蔵
経
に
は
句
読
点
を
施
し
た
）

過
去
世
雪
山
下
有
二
獣
、
一
名
好
毛
師
子
、
二
名
好
牙
虎
、
共
為
善
知
識
。
相
親
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恵

二
四

愛
念
相
問
訊
。
時
閉
目
相
舐
毛
。
是
二
獣
恒
得
軟
好
肉
噉
。
去
是
不
遠
、
有
両
舌

野
干
。
野
干
作
是
念
。
是
好
毛
師
子
好
牙
虎
共
作
善
知
識
、
相
親
愛
念
相
問
訊
、

時
閉
目
相
舐
毛
、
恒
得
好
軟
肉
噉
。
我
当
至
是
二
獣
辺
作
第
三
伴
。
作
是
念
已
、

到
虎
師
子
所
、
作
是
言
。
我
与
汝
作
第
三
伴
、
汝
聴
我
入
不
。
師
子
虎
言
、
随
意
。

両
舌
野
干
、
得
二
獣
残
肉
噉
故
、
身
体
肥
大
。
肥
已
作
是
念
。
是
好
毛
師
子
好
牙

虎
。
共
為
善
知
識
。
相
親
愛
念
相
問
訊
、
時
閉
目
相
舐
毛
、
恒
得
好
肉
噉
。
或
時

不
得
必
当
噉
我
。
我
何
不
先
作
方
便
令
心
別
離
。
別
離
已
皆
従
我
受
恩
。
作
是
念

已
、
往
語
師
子
言
、
汝
知
不
。
好
牙
虎
有
悪
心
於
汝
、
作
是
言
。
好
毛
師
子
有
所

食
噉
、
皆
是
我
力
。
説
是
偈
言
、
雖
有
好
毛
色
、
勦
疾
人
所
畏
。
好
毛
不
勝
我
、

好
牙
作
是
説
。
好
毛
師
子
言
、
云
何
得
知
。
両
舌
野
干
答
言
、
好
牙
虎
明
日
見
汝

時
、
閉
目
舐
汝
毛
者
当
知
悪
相
。
作
是
語
已
往
語
虎
言
。
汝
知
不
。
好
毛
師
子
於

汝
有
悪
心
、
作
是
言
。
好
牙
有
所
食
噉
、
皆
是
我
力
。
説
是
偈
言
、
雖
有
好
牙
色
、

勦
疾
人
所
畏
、
好
牙
不
勝
我
。
好
毛
作
是
説
。
云
何
得
知
。
答
言
、
好
毛
明
日
見

汝
時
、
閉
目
舐
汝
毛
者
、
当
知
悪
相
。
是
二
知
識
中
、
虎
生
畏
想
。
是
故
先
往
師

子
所
言
、
汝
於
我
生
悪
心
、
作
如
是
言
。
好
牙
有
所
食
噉
、
皆
是
我
力
。
復
説
偈

言
、
雖
有
好
牙
色
、
勦
疾
人
所
畏
、
好
牙
不
勝
我
。
汝
作
是
説
耶
。
師
子
言
、
誰

作
是
語
。
答
言
、
両
舌
野
干
。
好
毛
復
問
言
、
汝
於
我
生
悪
心
、
作
如
是
言
。
好

毛
有
所
食
噉
、
皆
是
我
力
。
復
説
偈
言
、
雖
有
好
毛
色
、
勦
疾
人
所
畏
、
好
毛
不

勝
我
。
汝
作
是
説
耶
。
虎
言
不
也
。
虎
語
師
子
言
、
汝
若
有
是
悪
語
者
、
不
得
共

作
善
知
識
。
好
毛
言
。
是
両
舌
野
干
有
如
此
言
。
於
意
云
何
。
不
喜
共
我
住
耶
。

即
説
偈
言
、
若
信
是
悪
人
、
則
速
別
離
去
、
常
懐
其
愁
憂
、
瞋
恨
不
離
心
。
凡
為

善
知
識
、
不
以
他
語
離
。
不
信
欲
除
者
、
常
覓
其
方
便
。
若
信
他
別
離
、
則
為
其

所
食
。
不
信
両
舌
者
、
還
共
作
和
合
。
所
懐
相
向
説
、
心
浄
言
柔
軟
、
応
作
善
知

識
、
和
合
如
水
乳
。
今
此
弊
小
虫
、
生
来
性
自
悪
、
一
頭
而
両
舌
。
殺
之
則
和
合
。

爾
時
虎
与
師
子
。
験
事
実
已
。
共
捉
野
干
破
作
二
分
。﹇
後
略
﹈

過
去
世
、
雪
山
の
下
に
二
獣
有
り
、
一
の
名
は
「
好
毛
師
子
」、
二
の
名
は
「
好

牙
虎
」、共
に
善
知
識
﹇
友
達
﹈
た
り
。
相あ
ひ

親
し
み
愛
念
し
相
問
訊
す
﹇
尋
ね
る
﹈。

時
に
目
を
閉
じ
相あ
ひ

毛
を
舐な

む
。
こ
の
二
獣
、
恒
に
軟
好
の
肉
を
得
て
噉く

ら
ふ
。
こ

れ
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
両
舌
野
干
﹇
狐
﹈
有
り
。
野
干
、
こ
の
念
を
作な

す
。

こ
れ
、
好
毛
師
子
・
好
牙
虎
、
共
に
善
知
識
を
作
し
、
相
親
し
み
愛
念
し
、
相
問

訊
し
、
時
に
目
を
閉
じ
相
毛
を
舐
め
、
恒
に
好
軟
の
肉
を
得
て
噉
ら
ふ
。
我
当ま
さ

に

こ
の
二
獣
の
辺
り
に
至
り
、
第
三
伴
を
作な

す
べ
し
。
こ
の
念
を
作な

し
已や

み
て
、
虎
・

師
子
の
所
に
到
り
て
こ
の
言
を
作
す
。「
我
汝
と
第
三
伴
を
作
さ
ん
、
汝
我
の
入

る
を
聴
く
や
い
な
や
」
と
。
師
子
虎
言
く
、「
随
意
﹇
好
き
に
せ
よ
﹈」
と
。
両
舌

野
干
、
二
獣
の
残
肉
を
得
て
噉
ふ
が
故
に
、
身
体
肥
大
す
。
肥
え
已や

み
て
こ
の
念

を
作
す
。
こ
の
好
毛
師
子
・
好
牙
虎
、
共
に
善
知
識
た
り
。
相
親
し
み
愛
念
し
相

問
訊
し
、
時
に
目
を
閉
じ
相
毛
を
舐
め
、
恒
に
好
肉
を
得
て
噉
ら
ふ
。
或
る
時
得

ざ
れ
ば
必
ず
当ま
さ

に
我
を
噉
ら
ふ
べ
し
。
我
何
ぞ
先
に
方
便
を
作な

し
て
心
を
し
て
別

離
な
ら
し
め
ざ
る
。
別
離
し
已や

み
て
皆
な
我
よ
り
恩
を
受
け
ん
、
と
。
こ
の
念
を

作
し
已
み
、
往ゆ

き
て
師
子
に
語
り
て
言
く
、「
汝
知
る
や
い
な
や
。
好
牙
虎
、
悪

心
汝
に
於
て
有
り
、
こ
の
言
を
作
す
。
好
毛
師
子
の
食じ
き
だ
ん噉
す
る
所
有
る
は
、
皆
な

こ
れ
我
が
力
な
り
、
と
。
こ
の
偈げ

﹇
詩
﹈
を
説
き
て
言
く
、
好
毛
色
有
り
、
勦さ
う
し
つ疾

し
﹇
敏
捷
で
強
く
﹈
人
の
畏
る
る
所
な
り
と
雖
も
、
好
毛
我
に
勝ま
さ

ら
ず
、
と
。
好

牙
、
こ
の
説
を
作
す
」
と
。
好
毛
師
子
言
く
、「
云い

か何
に
知
る
を
得
る
か
」
と
。

両
舌
野
干
答
へ
て
言
く
、「
好
牙
虎
、
明
日
汝
を
見
る
時
、
目
を
閉
じ
汝
の
毛
を
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二
五

舐
む
れ
ば
、
当
に
悪
相
﹇
悪
い
兆
し
﹈
な
る
を
知
る
べ
し
」
と
。
こ
の
語
を
作
し

已
み
、
往
き
て
虎
に
語
り
て
言
く
、「
汝
知
る
や
い
な
や
。
好
毛
師
子
、
汝
に
於

て
悪
心
有
り
、
こ
の
言
を
作
す
。
好
牙
の
食
噉
す
る
所
有
る
は
、
皆
な
こ
れ
我
が

力
な
り
。
こ
の
偈
を
説
き
て
言
く
、
好
牙
色
有
り
、
勦
疾
し
人
の
畏
る
る
所
な
り

と
雖
も
、
好
牙
、
我
に
勝
ら
ず
、
と
。
好
毛
、
こ
の
説
を
作
す
」
と
。「
云
何
に

知
る
を
得
た
る
」
と
。
答
へ
て
言
く
、「
好
毛
、
明
日
、
汝
を
見
る
時
、
目
を
閉

じ
汝
の
毛
を
舐
む
れ
ば
、当
に
悪
相
な
る
を
知
る
べ
し
」と
。
こ
の
二
知
識
中
、虎
、

畏
想
﹇
憎
し
み
﹈
を
生
ず
。
こ
の
故
に
先
に
師
子
の
所
に
往
き
て
言
く
、「
汝
我

に
於
て
悪
心
を
生
じ
、
か
く
の
如
き
言
を
作
す
。
好
牙
の
食
噉
す
る
所
有
る
は
、

皆
な
こ
れ
我
が
力
な
り
。
復
た
偈
を
説
き
て
言
く
、
好
牙
色
有
り
、
勦
疾
し
人
の

畏
る
る
所
な
り
と
雖
も
、
好
牙
我
に
勝
ら
ず
、
と
。
汝
こ
の
説
を
作
す
や
」
と
。

師
子
言
く
、「
誰
か
こ
の
語
を
作
す
」
と
。
答
へ
て
言
く
、「
両
舌
野
干
な
り
」
と
。

好
毛
、復
た
問
ひ
て
言
く
、「
汝
我
に
於
て
悪
心
を
生
じ
、か
く
の
如
き
言
を
作
す
。

好
毛
の
食
噉
す
る
所
有
る
は
、皆
な
こ
れ
我
が
力
な
り
。
復
た
偈
を
説
き
て
言
く
、

好
毛
色
有
り
、
勦
疾
し
人
の
畏
る
る
所
な
り
と
雖
も
、
好
毛
、
我
に
勝
ら
ず
と
。

汝
こ
の
説
を
作
す
や
」
と
。
虎
言
く
、「
し
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
虎
師
子
に
語

り
て
言
く
、「
汝
若も

し
こ
の
悪
語
有
ら
ば
、
共
に
善
知
識
た
る
を
得
ず
」
と
。
好

毛
言
く
、「
こ
の
両
舌
野
干
の
か
く
の
如
き
言
有
ら
ば
、
意
に
於
て
云い
か
ん何
せ
ん
。

共
に
我
と
住
す
る
を
喜
ば
ず
や
」
と
。
即
ち
偈
を
説
き
て
言
く
、「
若
し
こ
の
悪

人
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
速
や
か
に
別
離
し
去
り
、
常
に
そ
の
愁
憂
を
懐
き
、
瞋し
ん
こ
ん恨 

[

怒
り
憎
し
み]

心
を
離
れ
ず
。
凡
そ
善
知
識
た
る
、
他
語
を
以
て
離
れ
ず
。
不

信
に
し
て
除
か
ん
と
欲
す
る
者
、
常
に
そ
の
方
便
を
覓も

と

む
。
若
し
他
を
信
じ
別
離

せ
ば
、
則
ち
そ
の
食
ふ
所
と
な
ら
ん
。
両
舌
を
信
ぜ
ざ
れ
ば
、
還ま

た
共
に
和
合
を

な
さ
ん
。
懐
く
所
相あ

ひ

向
ひ
て
説
き
、
心
浄
ら
か
に
言
柔
軟
に
し
て
、
応ま
さ

に
善
知
識

を
作な

し
、
和
合
し
て
水
乳
の
如
く
な
る
べ
し
。
今
こ
の
弊
小
虫
、
生
来
、
性
自
ら

悪
に
し
て
、
一
頭
に
し
て
両
舌
な
り
。
こ
れ
を
殺
さ
ば
則
ち
和
合
せ
ん
」
と
。
爾そ

の
時
、
虎
と
師
子
と
事
実
を
験
し
已
み
て
、
共
に
野
干
を
捉
へ
破
り
て
二
分
と
作な

す
。﹇
後
略
﹈

『
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
』（『
縮
刷
蔵
経
』）

過
去
世
時
有
師
子
、
名
曰
善
牙
。
有
虎
名
曰
善
抓
。
共
作
親
厚
。
有
一
野
狐
常
随

覓
食
。
師
子
及
虎
不
与
共
語
。
野
狐
後
時
作
是
念
。
今
此
二
獣
甚
相
愛
重
。
我
当

闘
乱
使
各
求
食
。
所
残
必
多
。
我
当
得
之
。
便
至
虎
辺
。
而
説
偈
言
、
善
抓
汝
雄

猛
、
生
処
色
力
妙
。
善
牙
説
汝
悪
。
我
聞
心
不
喜
。
復
至
師
子
辺
、
亦
説
偈
言
、

善
牙
汝
雄
猛
、
生
処
色
力
妙
。
善
抓
説
汝
悪
。
我
聞
心
不
喜
。
二
獣
聞
偈
各
不
相

喜
。
善
牙
聰
明
尋
作
是
念
。
善
抓
不
与
我
語
、
必
是
野
狐
闘
乱
所
致
。
後
得
一
犢

与
虎
。
虎
不
肯
食
。
於
是
善
牙
即
以
偈
問
、
輟
我
持
相
与
、
何
故
而
不
食
。
親
厚

謂
無
過
、
反
更
不
相
喜
。
将
無
信
狐
言
、
以
間
吾
子
意
、
若
遂
懐
恨
情
、
終
当
成

怨
結
。
推
此
非
有
他
、
必
是
野
狐
讒
、
下
賎
離
吾
好
。
今
当
殺
去
之
。﹇
後
略
﹈

過
去
世
の
時
、
師
子
有
り
、
名
、「
善
牙
」
と
曰
ふ
。
虎
有
り
、
名
、「
善ぜ
ん
さ
う抓
」
と

曰
ふ
。
共
に
親
厚
を
作な

す
。
一
野
狐
有
り
て
常
に
随
ひ
て
食
を
覓も
と

む
。
師
子
及
び

虎
、
与と

も共
に
語
ら
ず
。
野
狐
、
後
時
、
こ
の
念
を
作
す
。
今
こ
の
二
獣
甚
だ
相あ
ひ

愛

重
す
。
我
当ま
さ

に
闘
乱
し
各
お
の
お
のを
し
て
食
を
求
め
し
む
べ
し
。
残
る
所
必
ず
多
か
ら
ん
。

我
当
に
こ
れ
を
得
べ
し
と
。
便
ち
虎
の
辺
に
至
り
て
偈
を
説
き
て
言
く
、「
善
抓
、

汝
雄
猛
に
し
て
、
生
処
﹇
生
ま
れ
﹈、
色
力
﹇
見
た
目
﹈
妙
た
り
。
善
牙
、
汝
の
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二
六

悪
を
説
く
。
我
聞
き
て
心
喜
ば
ず
」
と
。
復
た
師
子
の
辺
に
至
り
て
、
亦
た
偈
を

説
き
て
言
く
、「
善
牙
、
汝
雄
猛
に
し
て
、
生
処
色
力
妙
た
り
。
善
抓
、
汝
の
悪

を
説
く
、我
聞
き
て
心
喜
ば
ず
」
と
。
二
獣
、偈
を
聞
き
て
各
お
の
お
の

相あ
ひ

喜
ば
ず
。
善
牙
、

聰
明
に
し
て
、
尋つ

ぎ
て
こ
の
念
を
作な

す
。
善
抓
の
我
と
語
ら
ず
は
、
必
ず
こ
れ
野

狐
の
闘
乱
し
致
す
所
と
な
ら
ん
、
と
。
後
に
一
犢と
く

を
得
て
虎
に
与
ふ
。
虎
、
食
ふ

を
肯
ん
ぜ
ず
。
こ
こ
に
於
て
善
牙
即
ち
偈
を
以
て
問
ふ
、「
我
を
輟や

め
﹇
付
き
合

い
を
や
め
﹈、
持
し
て
相あ
ひ

与
ふ
に
、
何
故
而し
か

も
食
は
ず
。
親
厚
過
ぐ
る
無
し
と
謂お
も

ふ
に
、反
り
て
更
に
相
喜
ば
ず
。
将ま
さ

に
狐
の
言
を
信
ず
る
な
か
れ
、以
て
吾ご

し子
﹇
あ

な
た
﹈
の
意
を
間へ
だ

て
ん
と
す
。
若
し
遂
に
恨
情
を
懐
か
ば
、
終
に
当ま
さ

に
怨
結
を
成

す
べ
し
。
こ
れ
を
推
し
、
他
有
る
に
あ
ら
ず
、
必
ず
こ
れ
野
狐
の
讒
な
り
。
下
賎

に
し
て
吾
が
好
﹇
友
﹈
を
離
す
。
今
当ま
さ

に
こ
れ
を
殺
し
去
る
べ
し
」
と
。﹇
後
略
﹈

『
宝
の
蔵
』
第
一
話
は
、『
十
誦
経
』
と
同
じ
筋
で
あ
る
。『
弥
沙
塞
部
和
醯
五

分
律
』
も
似
て
い
る
が
、
類
話
に
過
ぎ
な
い
。「
有
一
野
狐
常
随
覓
食
。
師
子
及

虎
不
与
共
語
」、
す
な
わ
ち
獅
子
と
虎
が
、
狐
と
話
さ
ず
、
そ
の
請
い
を
無
視
し

て
い
る
こ
と
は
、『
宝
の
蔵
』
と
反
対
で
あ
り
、
ま
た
、「
善
牙
﹇
略
﹈
後
得
一
犢

与
虎
。
虎
不
肯
食
」
の
件
も
見
ら
れ
な
い
。
末
尾
の
「
今
当
殺
去
之
」
も
、『
十

誦
経
』
の
「
共
捉
野
干
破
作
二
分
」
に
比
べ
て
具
体
性
に
欠
く
。

な
お
、
露
伴
は
獅
子
の
名
を
「
善
牙
」、
虎
の
名
を
「
善ぜ
ん
ば
く搏
」
と
す
る
が
、
挙

げ
た
典
拠
に
善
搏
は
出
て
こ
な
い
。
善
牙
と
善
搏
の
名
は
、『
諸
経
要
集
』
巻

十
五
の
「
古
昔
有
両
悪
獣
為
伴
。
一
名
善
牙
師
子
。
二
名
善
搏
虎
。
昼
夜
伺
捕
衆

鹿
。
時
有
一
野
干
逐
彼
二
獣
後
。
食
其
残
肉
以
自
全
命
」
で
始
ま
る
部
分
に
は
見

ら
れ
る
。
し
か
し
、
露
伴
が
な
ぜ
善
牙
と
善
搏
の
名
に
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

次
に
、
第
十
「
兎
他
の
善
を
助
く
る
に
勇
猛
な
る
話
」。
山
に
尊
い
学
者
が
暮

ら
し
、
狐
・
猿
・
獺
・
兎
は
そ
れ
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
山
の
食

糧
が
乏
し
く
な
っ
た
の
で
、学
者
は
山
を
出
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
動
物
た
ち
は
、

学
者
に
山
で
修
行
を
継
続
し
て
ほ
し
い
思
い
か
ら
、
猿
は
「
甘
い
果
」・
狐
は
「
飯

麨
」・
獺
は
「
大
き
な
魚
」
を
届
け
た
。
た
だ
兎
だ
け
が
何
も
獲
ら
れ
な
か
っ
た
。

悩
ん
だ
挙
句
、
兎
は
身
を
献
げ
る
決
心
を
し
て
火
中
に
飛
び
入
る
。

『
旧
雑
譬
喩
経
』（『
縮
刷
蔵
経
』）

昔
有
梵
志
年
百
二
十
。
少
小
不
妻
娶
、
無
淫

之
情
。
処
深
山
無
人
之
処
。
以
茅

為
廬
蓬
蒿
為
席
、
以
水
果

為
食
飯
、
不
積
財
宝
。
国
王
娉
之
不
往
。
意
静
処
無

為
。
於
山
中
数
千
余
歳
、
日
与
禽
獣
相
娯
楽
。
有
四
獣
、
一
名
狐
、
二
名
獼
猴
、

三
者
獺
、
四
者
兎
。
此
四
獣
日
於
道
人
所
聴
経
説
戒
。
如
是
積
久
。
食
諸
果

皆

悉
訖
尽
。
後
道
人
意
欲
使
徙
去
。
此
四
獣
大
愁
憂
不
楽
、
共
議
言
、
我
曹
各
行
求

索
供
養
道
人
。
獼
猴
去
至
他
山
中
、
取
甘
果
来
以
上
道
人
、
願
心
莫
去
。
狐
亦
復

行
化
作
人
、
求
食
得
一
嚢
飯
麨
来
、
以
上
道
人
、
可
給
一
月
粮
、
願
止
留
。
獺
亦

復
入
水
取
大
魚
来
、
以
上
道
人
、
給
一
月
粮
、
願
莫
去
也
。
兎
自
思
念
、
我
当
用

何
等
供
養
道
人
耶
。
自
念
、
当
持
身
供
養
耳
。
便
行
取
樵
以
然
火
作
炭
、
往
白
道

人
言
、
今
我
為
兎
最
小
薄
、
能
請
入
火
中
作
炙
、
以
身
上
道
人
、
可
給
一
日
粮
、

兎
便
自
投
火
中
。
火
為
不
然
。
道
人
見
兎
感
其
仁
義
、傷
哀
之
則
自
止
留
。﹇
後
略
﹈

昔
、
梵
志
有
り
て
年
百
二
十
な
り
。
少
小
、
妻
娶
せ
ず
。
淫

の
情
無
し
。
深
山

の
人
無
き
の
処
に
処
す
。
茅
を
以
て
廬
と
為
し
、
蓬
蒿
は
席
と
為
し
、
水
果
の

ら

﹇
実
﹈
を
以
て
食
飯
と
為
す
。
財
宝
を
積
ま
ず
。
国
王
、
之
を
娉よ

ぶ
も
往
か
ず
。
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二
七

意
静
に
し
て
、
無
為
に
処
す
。
山
中
に
於
て
数
千
余
り
の
歳
、
日ひ

び

禽
獣
と
相あ
ひ

娯
楽

す
。
四
獣
有
り
て
、
一
名
は
狐
、
二
名
は
獼
猴
、
三
は
獺
、
四
は
兎
な
り
。
此
の

四
獣
、
日ひ
び

道
人
の
所
に
於
て
経
・
説
戒
を
聴
く
。
か
く
の
如
く
積
む
こ
と
久
し
。

諸
果

を
食
し
、
皆
悉
く
訖お
は

り
尽
く
。
後
に
道
人
の
意
、
徙う
つ

り
去
ら
し
め
ん
と
欲

す
。
此
の
四
獣
、
大
い
に
愁
憂
し
、
楽
し
か
ら
ず
。
共
に
議
言
し
、「
我
が
曹
﹇
仲

間
﹈、
各
お
の
お
の

行
き
て
求
索
し
、
道
人
に
供
養
せ
よ
」
と
。
獼
猴
去
り
て
他
の
山
中
に

至
り
、
甘
果
を
取
り
来
た
り
以
て
道
人
に
上
た
て
ま
つる
。
願
は
く
は
、
心
に
去
る
こ
と
莫な
か

ら
ん
、
と
。
狐
亦ま

た復
行
き
、
化
し
て
人
と
作な

り
、
食
を
求
め
一
嚢
の
飯む
ぎ
い
ひ麨
を
得
来

る
。
以
て
道
人
に
上
り
、一
月
の
粮か
て

を
給
ふ
べ
し
。
願
は
く
は
止
留
せ
よ
と
。
獺
、

亦
復
水
に
入
り
て
大
魚
を
取
り
来
る
。
以
て
道
人
に
上
り
、
一
月
の
粮
を
給
ふ
。

願
は
く
は
去
る
こ
と
な
か
れ
と
。
兎
自
ら
思
念
し
、
我
当ま
さ

に
何
等
を
用
い
て
道
人

に
供
養
す
べ
き
や
。
自
ら
念お
も

ひ
、
当
に
身
を
持
し
て
供
養
す
べ
き
の
み
と
。
便
ち

行
き
て
樵た
き
ぎを
取
り
、
以
て
火
を
然も

や
し
て
炭
と
作
す
。
往
き
て
道
人
に
白ま
う

し
て
言

く
、「
今
我
れ
兎
の
最
も
小
薄
た
り
。
能
く
請
ふ
、
火
に
入
り
て
炙
﹇
炙
り
肉
﹈

と
作
し
、
身
を
以
て
道
人
に
上
り
、
一
日
の
粮
を
給
ふ
べ
き
こ
と
を
」
と
。
兎
便

ち
自
ら
火
中
に
投
ず
。
火
、
為
に
然も

え
ず
。
道
人
、
兎
を
見
て
そ
の
仁
義
を
感
じ
、

こ
れ
を
傷
哀
し
則
ち
自
ら
止
留
す
。﹇
後
略
﹈

四
種
の
動
物
で
あ
る
狐
・
獼
猴
・
獺
・
兎
と
、
兎
以
外
が
獲
得
し
て
き
た
粮
、

す
な
わ
ち
獼
猴
の
「
甘
果
」・
狐
の
「
飯
麨
」・
獺
の
「
大
魚
」
が
一
致
し
、
筋
も

『
宝
の
蔵
』と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、露
伴
が
参
照
し
た
と
記
す
他
の
二
つ
は
、

類
話
程
度
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
『
生
経
』
に
は
兎
の
み
が
登
場
し
、
火
の
中
に
飛

び
込
ん
だ
の
ち
、
道
人
が
助
け
に
行
く
が
、
兎
は
死
ん
で
天
界
に
生
ま
れ
か
わ
る
。

「
便
自
挙
身
、
投
於
火
中
。
火
大
熾
盛
、
適
堕
火
中
、
道
人
欲
救
。
尋
已
命
過
。

命
過
之
後
、
生
兜
術
天
」（
便
ち
自
ら
身
を
挙
げ
、
火
中
に
投
ず
。
火
、
大
い
に

熾し

盛
に
し
て
、
適た
ま
たま
火
中
に
堕
ち
、
道
人
救
わ
ん
と
欲
す
。
尋
ぎ
て
已
に
命
過
ぐ
。

命
過
ぐ
る
の
後
、
兜と

術
天
に
生
ず
）
と
あ
る
。『
雑
宝
蔵
経
』
で
も
、
兎
し
か
出

て
こ
な
い
。
か
つ
、
仙
人
は
兎
を
食
べ
て
し
ま
う
。「
即
大
然
火
投
身
著
中
。
仙

人
見
已
、
作
是
思
惟
、
此
兎
慈
仁
、
我
之
善
伴
、
為
我
食
故
、
能
捨
身
命
、
実
是

難
事
。
時
彼
仙
人
、
生
大
苦
悩
、
即
取
食
之
」（
即
ち
大
い
に
火
を
然も

や
し
、
身

を
投
じ
て
中
に
著
す
﹇
居
る
﹈。
仙
人
見
已や

み
て
、
こ
の
思
惟
を
作な

す
。
こ
の
兎

は
慈
仁
に
し
て
、
我
の
善
き
伴
な
り
。
我
が
食
と
為
ら
ん
が
故
に
、
能
く
身
命
を

捨
つ
。
実
に
こ
れ
難
事
な
り
。
時
に
彼
の
仙
人
、
大
苦
悩
を
生
ず
る
も
、
即
ち
取

り
て
之
を
食
す
）。

四
、
典
拠
よ
り
も
長
い
話

露
伴
は
、
か
つ
て
妹
た
ち
に
し
て
い
た
仏
典
に
関
す
る
話
を
娘
に
も
聞
か
せ
て

い
る
。
幸
田
文
「
宝
の
蔵
」（『
露
伴
全
集
』「
月
報
」
五
、
昭
和
二
十
四
年
十
月

岩
波
書
店
）
が
、「「
宝
の
蔵
」
や
「
宝
の
山
」
の
話
も
し
て
く
れ
た
こ
と
無
論
で

あ
る
。
獅
子
と
虎
と
狐
、
狐
と
老
獅
子
、
王
城
を
攻
め
る
狐
、
兎
身
を
焼
い
て
善

を
助
け
る
話
な
ど
が
私
の
お
好
み
番
組
で
、
せ
が
ん
で
何
度
も
何
度
も
話
し
て
も

ら
つ
た
」
と
語
る
よ
う
に
、動
物
が
登
場
す
る
話
が
多
い
。『
宝
の
蔵
』
か
ら
『
五

王
子
』
全
二
十
一
話
の
う
ち
、
十
六
話
は
動
物
が
主
人
公
で
あ
る
。
人
間
し
か
登

場
し
な
い
の
は
、『
宝
の
蔵
』
第
三
・
十
三
話
、『
印
度
の
古
話
』
全
二
話
、『
五
王

子
』
の
計
五
話
の
み
。
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二
八

動
物
が
出
て
く
る
話
は
、
動
物
の
姿
や
行
動
を
細
か
く
描
写
す
る
た
め
か
、
概

し
て
典
拠
よ
り
も
長
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
が
想
像
し
や

す
い
よ
う
仕
向
け
る
配
慮
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。『
露
伴
翁
夜
話
』（
13
）で
、「
道
徳
的

な
も
の
に
な
る
と
打
消
の
も
の
が
多
く
な
る
。﹇
略
﹈「
す
べ
か
ら
ず
」
で
な
し
に
、

ま
た
「
す
べ
し
」
と
い
ふ
よ
り
も
、
た
だ
具
体
的
に
も
の
を
現
は
す
と
い
ふ
や
う

に
し
た
方
が
子
供
が
本
当
に
誘
は
れ
る
と
思
ひ
ま
す
」
と
語
る
よ
う
に
、
露
伴
は

子
ど
も
が
自
然
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
導
こ
う
と
し
て
い
た
。

以
下
、
三
話
読
む
こ
と
に
し
た
い
。
前
二
者
は
動
物
が
主
人
公
、
後
者
は
人
間

の
み
が
登
場
す
る
話
で
あ
る
。
ま
ず
、『
宝
の
蔵
』
第
九
「
梟
と
烏
と
の
話
」。
梟

と
烏
が
憎
し
み
合
っ
て
戦
う
が
、
一
羽
の
烏
の
智
恵
に
よ
り
、
梟
が
殲
滅
さ
れ
る
。

『
雑
宝
蔵
経
』「
烏
梟
報
怨
縁
」（『
黄
檗
版
大
蔵
経
』）

昔
有
烏
梟
、
共
相
怨
憎
。
烏
待
昼
日
、
知
梟
無
見
、
蹋
殺
群
梟
、
噉
食
其
肉
。
梟

便
於
夜
、
知
烏
眼
闇
、
復
啄
群
烏
、
開
穿
其
腹
、
亦
復
噉
食
。
畏
晝
畏
夜
、
無
有

竟
巳
。
時
群
烏
中
、
有
一
智
烏
。
語
群
烏
言
、
巳
為
怨
憎
、
不
可
求
解
。
終
相
誅

滅
、
勢
不
両
全
。
宜
作
方
便
殄
覆
諸
梟
。
然
後
我
等
可
得
歓
楽
。
若
其
不
爾
、
終

為
所
敗
。
衆
烏
答
言
、
如
汝
所
説
、
当
作
何
方
、
得
滅
讐
賊
。
智
烏
答
言
、
爾
等

衆
烏
、
但
龕
啄
我
、
抜
我
毛
羽
、
啄
破
我
頭
。
我
当
設
計
、
要
令
殄
覆
。
即
如
其

言
。（
日
＋
焦
）
悴
形
容
、
向
梟
穴
外
、
而
自
悲
鳴
。
梟
聞
声
巳
便
出
問
言
、
爾

今
何
故
、
破
傷
頭
脳
、
毛
羽
毀
落
、
来
至
我
所
、
悲
声
極
苦
、
欲
何
所
説
。
烏
語

梟
言
、
衆
烏
讐
我
、
不
得
生
活
。
故
来
相
投
、
以
避
怨
悪
。
時
梟
憐
愍
、
欲
存
養

畜
。
衆
梟
皆
言
、
此
是
怨
家
、
不
可
親
近
、
何
縁
養
畜
、
以
長
怨
敵
。
時
梟
答
言
、

今
以
困
苦
、
来
見
投
造
。
一
身
孤
単
、
竟
何
能
為
。
遂
便
畜
養
、
恒
与
残
肉
。
日

月
転
久
。
毛
羽
平
復
。
烏
詐
歓
喜
、
微
作
方
計
。
銜
乾
樹
枝
并
諸
草
木
、
著
梟
穴

中
、
似
如
報
恩
。
梟
語
烏
言
、
何
用
是
為
。
烏
即
答
言
、
孔
穴
之
中
、
純
是
冷
石
。

用
此
草
木
、
以
御
風
寒
。
梟
以
為
爾
、
黙
然
不
答
。
而
烏
於
是
、
即
求
守
穴
、
詐

給
使
令
、
用
報
恩
養
。
時
会
暴
雪
、
寒
気
猛
盛
。
衆
梟
率
爾
来
集
孔
中
。
烏
得
其

便
、
尋
生
歓
喜
。
銜
牧
牛
人
火
用
焼
梟
孔
。
衆
梟
一
時
、
於
孔
焚
滅
。﹇
後
略
﹈

昔
、
烏
・
梟
有
り
、
共
に
相あ
ひ

怨
憎
す
。
烏
、
昼
日
を
待
ち
、
梟
の
見
る
無
き
を
知

り
、
群
梟
を
蹋ふ

み
殺
し
、
其
の
肉
を
噉く
ら

ひ
食
ふ
。
梟
便
ち
夜
に
於
て
、
烏
の
眼
闇

き
を
知
り
、
復
た
群
烏
を
啄
み
、
其
の
腹
を
開
き
穿
ち
、
亦
復
た
噉
ひ
食
ふ
。
昼

を
畏
れ
夜
を
畏
れ
、竟つ
い

に
巳や

む
こ
と
有
る
無
し
。
時
に
群
烏
の
中
に
一
智
烏
有
り
。

群
烏
に
語
り
て
言
く
、「
巳す
で

に
怨
憎
の
為
に
、解
く
る
﹇
和
解
﹈
を
求
む
べ
か
ら
ず
。

終
に
相あ
ひ

誅
滅
し
、
勢
ひ
両ふ
た
つな
が
ら
全
か
ら
ず
。
宜
し
く
方
便
を
作な

し
諸
梟
を
殄ほ
ろ
ぼし

覆
ふ
べ
し
。
然
る
後
、
我
等
歓
楽
を
得
べ
し
。
若も

し
爾し
か

ら
ざ
れ
ば
、
終
に
敗
る
る

所
と
な
ら
ん
」
と
。
衆
烏
答
へ
て
言
く
、「
汝
の
説
く
所
の
如
く
、
当
に
何
れ
の

方
を
作
し
、
讐
賊
を
滅
す
を
得
べ
き
や
」
と
。
智
烏
答
へ
て
言
く
、「
爾
な
ん
ぢ

等
衆
烏
、

但
だ
我
を
龕が
ん
た
く啄
し
﹇
つ
つ
き
倒
し
﹈、
我
が
毛
羽
を
抜
き
、
我
が
頭
を
啄つ
つ

き
破
れ
。

我
、
当
に
計
を
設
く
べ
し
。
要か
な
らず
殄
ぼ
し
覆
は
せ
﹇
滅
ぼ
さ
せ
﹈
よ
」
と
。
即
ち

其
の
言
の
如
く
す
。（
日
＋
焦
）
悴
﹇
憔
悴
の
意
と
推
定（
14
）﹈
の
形
容
に
て
、
梟

の
穴
の
外
に
向
ひ
て
自
ら
悲
鳴
す
。
梟
、声
を
聞
き
巳す
で

に
便す
な
はち
出
で
問
ひ
て
言
く
、

「
爾
、
今
何
故
に
頭
脳
を
破
傷
し
、
毛
羽
毀き
ら
く落
し
て
、
我
が
所
に
来ら
い
し至
し
、
悲
し

き
声
に
て
極
め
て
苦
し
み
、
何
れ
の
所
を
か
説
か
ん
と
欲
す
る
や
」
と
。
烏
、
梟

に
語
り
て
言
く
、「
衆
烏
、我
に
讐あ

だ

し
、生
活
す
る
を
得
ず
。
故
に
来
り
て
相
投
じ
、

以
て
怨
悪
を
避
く
」
と
。
時
に
梟
、
憐
愍
し
、
存
し
﹇
留
め
﹈
養
畜
せ
ん
と
欲
す
。
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衆
梟
皆
言
く
、「
此
れ
は
是
れ
怨
家
な
り
、
親
し
く
近
づ
く
べ
か
ら
ず
。
何
に
縁

り
て
養
畜
し
、
以
て
怨
敵
を
長
ず
る
や
」
と
。
時
に
梟
、
答
へ
て
言
く
、「
今
困

苦
を
以
て
来
り
、
投
ず
る
に
造
せ
ら
る
。
一
身
孤
単
な
り
。
竟
に
何
ぞ
能
く
為
さ

ん
や
」
と
。
遂
に
便
ち
畜
養
し
、
恒
に
残
肉
を
与
ふ
。
日
月
転う

た

た
久
し
く
、
毛
羽

平
復
す
。
烏
詐
り
て
歓
喜
し
、
微ひ
そ
かに
方
計
を
作
す
。
乾
樹
の
枝
并
び
に
諸
草
木
を

銜ふ
く

み
て
、
梟
穴
の
中
に
著お

き
、
恩
を
報
ず
る
が
如
き
に
似
た
り
。
梟
、
烏
に
語
り

て
言
く
、「
何
ぞ
用も
つ

て
是
れ
を
為
す
や
」
と
。
烏
即
ち
答
へ
て
言
く
、「
孔
穴
の
中
、

純も
つ
ぱら
是
れ
冷
石
な
り
。
此
の
草
木
を
用
ひ
、
以
て
風
寒
を
御ふ
せ

ぐ
」
と
。
梟
以
て
爾し
か

り
と
為
し
、
黙
然
と
し
て
答
へ
ず
。
而
し
て
烏
、
是
に
於
て
即
ち
穴
を
守
る
を
求

め
、
詐
り
て
使
令
に
給た

し
﹇
召
使
と
な
り
﹈、
用も
つ

て
恩
養
に
報
は
ん
と
す
。
時
に

会た
ま
た
ま

暴
雪
、
寒
気
猛
く
盛
ん
な
り
。
衆
梟
、
率そ
つ
じ爾
に
来
り
て
孔
中
に
集
ま
る
。
烏
、

其
の
便
を
得
、
尋つ

い
で
歓
喜
を
生
じ
、
牧
牛
の
人
の
火
を
銜ふ
く

み
、
用も
つ

て
梟
孔
を
焼

く
。
衆
梟
一
時
に
孔
に
於
て
焚
滅
す
。﹇
後
略
﹈

『
雑
宝
蔵
経
』
冒
頭
に
、
烏
と
梟
が
互
い
に
弱
点
の
あ
る
時
間
帯
を
狙
っ
て
襲

撃
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、『
宝
の
蔵
』の
描
写
は
か
な
り
具
体
的
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
彼か
の

か
あ
〳
〵
と
鳴
く
声
の
喧か
し
まし
彼か
の

墨
染
の
羽
の
醜
し
と
梟
は
烏
を

罵
れ
ば
、
烏
は
ま
た
梟
の
ぎ
ろ
り
と
し
た
る
大
き
な
る
眼ま
な
この
悪に
く
げ気
な
り
、
毛
の
生

へ
た
る
足
の
厭
は
し
と
梟
を
罵
り
」、「﹇
烏
は
﹈
鉄か
な
づ
ち槌
の
や
う
な
る
嘴は
し

を
も
て
思

ふ
さ
ま
に
腹
を
啄つ
ゝ

き
頭
を
啄
き
」、「﹇
梟
は
﹈
無
二
無
三
に
鋭
き
爪
も
て
掻
き
裂

き
鉤
つ
り
ば
りの
如
き
嘴
も
て
啄
き
殺
す
」
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
梟
が
愚
な
鳥
で
あ
る
と
強
調
す
る
箇
所
は
典
拠
に
見
ら
れ
な
い
。『
宝

の
蔵
』
に
は
、「
元
来
梟
は
愚
な
る
鳥
に
て
実ま

こ
とに
他
の
鳥
の
巣
を
ば
常
に
羨
み
な

が
ら
、
夜
は
食
を
索
む
る
に
忙
が
は
し
く
し
て
巣
を
作
る
こ
と
を
為
さ
ず
、
暁あ

け
が
た天

に
な
り
て
眼
の
視
難
く
な
る
頃
は
巣
を
造
ら
ざ
り
し
を
常
に
悔
ゆ
る
」
と
あ
る
。

一
方
で
、
典
拠
の
、
烏
を
留
め
置
こ
う
と
す
る
一
羽
の
梟
に
対
し
、
他
の
梟
た
ち

が
諌
め
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
採
用
し
て
い
な
い
。こ
れ
は
、

愚
か
な
梟
に
は
そ
う
し
た
知
恵
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

末
尾
も
『
宝
の
蔵
』
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。「
衆
梟
一
時
、
於
孔
焚
滅
」
と
い

う
典
拠
に
対
し
、「
一
時
に
ば
つ
と
燃
え
あ
が
り
け
り
、
梟
共
は
驚
き
騒
げ
ど
昼

の
事
な
る
上
に
火
の
光
り
盛
ん
な
れ
ば
、
空
し
く
大
き
な
る
眼
を
張
る
の
み
に
て

逃
ぐ
べ
き
方
も
視
出
し
得
ず
、其
間
に
火ほ
の
ほ炎
は
羽
を
焦
し
翼
を
焼
け
ば
益
々
呆
れ
、

鳴
き
悲
し
む
中
、
早
く
も
黒
焦
げ
と
な
り
け
る
と
ぞ
」
と
描
か
れ
る
。

次
は
、『
露
伴
夜
話
』
第
三
話
「
我
が
物
鳥
」。
こ
の
話
は
、
悋
嗇
を
戒
め
る
話

で
あ
る
。
露
伴
は
典
拠
の
「
我
所
鳥
」
を
「
わ
が
も
の
鳥
」
と
名
づ
け
、
そ
の
愚

か
し
い
ケ
チ
ぶ
り
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
た
め
、
典
拠
に
比
べ
か
な
り
長
い
。

『
生
経
』「
仏
説
是
我
所
経
」（『
縮
刷
蔵
経
』）

乃
往
過
去
無
数
世
時
、
有
大
香
山
、
生
無
央
数
蓽

諸
薬
、
及
胡
椒
樹
。
蓽

樹

上
、
時
有
一
鳥
、
名
曰
我
所
。
止
頓
其
中
。
仮
使
春
月
薬
果
熟
時
、
人
皆
採
取
、

服
食
療
疾
。
時
我
所
鳥
、
喚
呼
悲
鳴
、
此
果
我
所
、
汝
等
勿
取
、
吾
心
不
欲
令
人

採
之
。
睢
叫
喚
呼
、
衆
人
続
取
、
不
聴
其
声
。
彼
鳥
薄
福
。
愁
憂
叫
呼
、
声
不
休

絶
。
縁
是
命
過
。﹇
後
略
﹈

乃な
い
お
う往
﹇
昔
﹈、
過
去
無
数
世
﹇
過
去
﹈
の
時
、
大
香
山
有
り
。
無
央
数
﹇
無
数
﹈

の
蓽ひ
は
つ

、
諸
薬
及
び
胡
椒
の
樹
を
生
ず
。
蓽

の
樹
上
、
時
に
一
鳥
有
り
、
名
づ
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け
て
「
我
所
」
と
曰
ふ
。
其
の
中
に
止し
と
ん頓
す
﹇
留
ま
る
﹈。
仮も

し使
春
月
、
薬
果
の

熟
す
る
時
と
な
ら
ば
、
人
皆
な
採
取
し
て
服
食
し
疾
を
療
す
。
時
に
我
所
鳥
、
喚

呼
し
悲
鳴
す
、「
此
の
果
、
我
が
所
な
り
、
汝
等
取
る
勿
れ
。
吾
が
心
、
人
を
し

て
之
を
採
ら
し
む
る
を
欲
せ
ず
」
と
。
叫
喚
し
呼
ぶ
と
睢い
へ
ども（
15
）、
衆
人
、
続
き

て
取
り
、
其
の
声
を
聴
か
ず
。
彼
の
鳥
、
薄
福
な
り
。
愁
へ
憂
へ
て
叫
呼
し
、
声
、

休
絶
せ
ず
。
是
に
縁
り
て
命
過
ぐ
。﹇
後
略
﹈

典
拠
の
「
此
果
我
所
、
汝
等
勿
取
、
吾
心
不
欲
令
人
採
之
」
に
当
た
る
部
分
を
、

露
伴
は
、「
我
が
も
の
ぞ
此
樹
の
果み

、
我
が
も
の
ぞ
此
樹
の
果
、
拾
ふ
な
人
よ
、

取
る
な
鳥
、
拾
う
な
人
よ
、
取
る
な
鳥
」
と
し
て
、
四
回
繰
り
返
す
。
か
つ
、
こ

の
「
愚お
ろ
かと
申
せ
ば
ま
こ
と
に
愚
な
我
が
物
鳥
」
が
心
配
し
て
い
る
様
子
を
、「
誰

か
来
て
此
樹
の
果
を
採
り
は
す
ま
い
か
、
採
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
哩わ
い

、
他
所
の
鳥
が

来
て
此
樹
の
果
を
啄
み
は
す
ま
い
か
、
啄
ま
れ
て
は
な
ら
ぬ
哩
と
朝
暮
に
絶
え
ず

気
を
揉
み
ま
す
」
と
、
具
体
的
に
描
い
て
い
る
。
吝
嗇
が
愚
か
で
あ
る
こ
と
を
強

く
印
象
付
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仏
典
中
に
は
直
接
悋
嗇
を
指
す
語
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
自
分
の
物
だ
と
わ
め
く
こ
の
鳥
の
根
性
は
、
露
伴
に
と
っ
て
ケ

チ
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
、『
印
度
の
古
話
』
第
一
話
で
、
人
間
が
主
人
公
の
話
。
兄
弟
二
人
の

や
り
取
り
を
通
し
て
、
善
心
に
よ
り
福
を
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

『
雑
宝
蔵
経
』（『
黄
檗
版
大
蔵
経
』）

有
一
長
者
。
有
其
二
子
、
一
名
利

、
二
名
阿
利

。
恒
告
之
言
、
高
者
亦
墮
常

者
亦
尽
。
夫
生
有
死
、
合
会
有
離
。
長
者
得
病
、
臨
命
終
時
、
約
勅
児
子
。
慎
莫

分
居
。
譬
如
一
糸
不
能
繋
象
、
多
集
諸
糸
、
象
不
能
絶
。
兄
弟
并
立
、
亦
如
糸
多
。

時
彼
長
者
、
嘱
誡
子
竟
、
気
絶
命
終
。
以
父
勅
故
、
兄
弟
共
活
、
極
相
敬
念
。
後

為
弟
娶
生
活
未
幾
、而
此
弟
婦
語
其
夫
言
。
汝
如
彼
奴
。
所
以
者
何
。
銭
財
用
度
、

応
当
人
客
、
皆
由
汝
兄
。
汝
今
唯
得
衣
食
而
已
。
非
奴
如
何
。
数
作
此
語
。
爾
時

夫
婦
、
心
生
変
異
、
求
兄
分
居
。
兄
語
弟
言
。
汝
不
憶
父
臨
終
之
言
。
猶
不
自
改
、

数
求
分
居
。
兄
見
弟
意
、
正
便
与
分
居
、
一
切
所
有
、
皆
中
半
分
。
弟
之
夫
婦
。

年
少
遊
逸
。
用
度
奢
侈
。
未
経
幾
時
、
貧
窮
困
匱
、
来
従
兄
乞
。
兄
於
爾
時
、
与

銭
十
万
。
得
去
未
久
、
以
復
用
尽
。
而
更
来
索
。
如
是
六
反
、
皆
与
十
万
。
至
第

七
反
、
兄
便
責
数
。
汝
不
念
父
臨
終
之
言
、
求
於
分
異
。
不
能
用
心
生
活
。
数
来

索
物
。
今
更
与
汝
十
万
之
銭
。
従
今
巳
徃
、
不
好
生
活
、
重
復
来
索
、
更
不
与
汝
。

得
是
苦
語
、
夫
婦
二
人
、
用
心
生
活
、
以
漸
得
富
。
兄
財
喪
失
。
以
漸
貧
窮
。
来

従
弟
乞
。
其
弟
乃
至
不
譲
兄
食
、
而
作
是
言
。
謂
兄
常
富
、
亦
復
貧
也
。
我
昔
従

兄
、
有
所
乞
索
、
苦
切
見
責
。
今
日
何
故
、
来
従
我
索
。
兄
聞
此
巳
、
極
生
憂
悩
、

自
作
念
言
。
同
生
兄
弟
、
猶
尚
如
此
、
況
於
外
人
。

悪
生
死
、
遂
不
還
家
。
入

山
学
道
、
精
勤
苦
行
、
得
辟
支
仏
。
其
弟
後
亦
以
漸
貧
窮
。
遭
世
飢
饉
、
賣
薪
自

活
。
時
辟
支
仏
、
入
城
乞
食
、
竟
無
所
得
、
空
鉢
還
出
。
時
賣
薪
人
、
見
辟
支
仏

空
鉢
出
城
、
即
以
賣
薪
所
得
稗
麨
、
而
欲
与
之
。
語
辟
支
仏
言
、
尊
者
能
食
麤
悪

食
不
。
答
言
、
不
問
好
悪
、
趣
得
支
身
。
時
賣
薪
人
、
即
便
授
与
。
辟
支
仏
受
而

食
之
。
食
訖
之
後
、
飛
騰
虚
空
、
作
十
八
変
、
即
還
所
止
。
時
賣
薪
人
、
後
更
取

薪
、
道
見
一
兎
、
以
杖
撩
之
。
変
成
死
人
、
卒
起
而
来
、
抱
取
薪
人
項
。
彼
取
薪

人
、
種
種
方
便
、
欲
推
令
去
、
不
能
得
離
。
脱
衣
雇
人
、
使
挽
却
之
、
亦
不
得
離
。

展
転
至
闇
、
負
来
向
家
。
既
到
家
中
、
死
人
自
解
、
墮
在
於
地
、
作
真
金
人
。
時

賣
薪
人
、
即
便
截
却
金
人
之
頭
。
頭
尋
還
生
。
却
其
手
脚
、
手
脚
還
生
。
須
臾
之
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三
一

間
、
金
頭
金
手
満
其
屋
裏
、
積
為
大
𧂐
。
隣
比
告
官
、
此
貧
窮
人
、
屋
裏
自
然
、

有
此
金
𧂐
。
王
聞
遣
使
、
徃
覆
検
之
。
即
到
屋
裏
、
純
見
爛
臭
死
人
手
足
頭
。
其

人
自
捉
金
頭
、来
以
上
王
、便
是
真
金
。
王
大
歓
喜
、此
是
福
人
。
即
封
聚
落
。﹇
後

略
﹈

一
長
者
有
り
。
其
の
二
子
有
り
、
一
の
名
は
利

、
二
の
名
は
阿
利

な
り
。
恒

に
こ
れ
に
告
げ
て
言
く
、「
高
き
者
も
亦
た
墮
ち
、
常
な
る
者
も
亦
た
尽
く
。
夫

れ
生
に
死
有
り
、
合が

ふ
ゑ会
に
離
有
り
」
と
。
長
者
病
を
得
、
命
終
に
臨
む
時
、
児
子

に
約
し
勅い
ま

し
む
。「
慎
み
て
分
居
す
る
莫
れ
。
譬
へ
ば
、
一
糸
象
を
繋
ぐ
能
は
ざ

る
も
、
多
く
諸
糸
を
集
む
れ
ば
、
象
の
絶
つ
能
は
ざ
る
が
如
し
。
兄
弟
并
び
立
つ
、

亦
た
糸
の
多
き
が
如
し
」
と
。
時
に
彼
の
長
者
、
子
に
誡
を
嘱た
の

み
竟を
は

り
、
気
絶
え

命
終
は
る
。
父
の
勅
を
以
て
の
故
に
、
兄
弟
共
に
活い

き
、
極
め
て
相あ
ひ

敬
ひ
念お
も

ふ
。

後
に
、
弟
の
為
に
娶
り
生
活
す
る
こ
と
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、
こ
の
弟
の
婦
、

そ
の
夫
に
語
り
て
言
く
、「
汝
、
彼
の
奴
﹇
し
も
べ
﹈
の
如
し
。
所ゆ
ゑ
ん以
は
何
ぞ
や
。

銭
財
の
用
度
、
応ま
さ

に
人
客
﹇
侵
略
者
﹈
に
当
る
べ
く
、
皆
汝
の
兄
に
由
る
。
汝
今

唯
だ
衣
食
を
得
る
の
み
。
奴
に
非
ず
如
何
ん
」と
。
数
し
ば
し
ばこ
の
語
を
作な

す
。
爾そ

の
時
、

夫
婦
、
心
に
変
異
を
生
じ
、
兄
に
分
居
を
求
む
。
兄
、
弟
に
語
り
て
言
く
、「
汝
、

父
の
臨
終
の
言
を
憶
は
ず
や
」
と
。
猶
ほ
自
ら
改
め
ず
、
数
し
ば
し
ば

分
居
を
求
む
。
兄
、

弟
の
意
を
見
、
正
に
便す
な
はち
与
に
分
居
し
、
一
切
の
所
有
、
皆
半
分
に
中
る
。
弟
の

夫
婦
、
年
少わ
か

く
遊
逸
に
し
て
、
用
度
奢
侈
な
り
。
未
だ
幾
く
も
経
ぬ
時
、
貧
窮
し

困こ
ん
き匱
し
﹇
無
一
文
に
な
り
﹈、
来
り
て
兄
よ
り
乞
ふ
。
兄
、
爾
の
時
に
銭
十
万
を

与
ふ
。
得
て
去
る
こ
と
未
だ
久
し
か
ら
ず
し
て
、
以
て
復
た
用
ひ
尽
く
す
。
而
し

て
更
に
来
り
索も

と

む
。
か
く
の
如
く
す
る
こ
と
六
反
、
皆
十
万
を
与
ふ
。
第
七
反
に

至
り
、兄
便
ち
責
数
す
﹇
責
め
る
﹈。「
汝
父
の
臨
終
の
言
を
念お

も

は
ず
、分
異
﹇
別
々

に
な
る
こ
と
﹈
を
求
む
。
用
心
し
て
生
活
す
る
能
は
ず
、
数
し
ば
し
ば

来
り
て
物
を
索
む
。

今
更
に
汝
に
十
万
の
銭
を
与
ふ
。
今
、
巳
徃
﹇
過
去
﹈
よ
り
、
生
活
を
好
く
せ
ず

ば
、
重
ね
て
復
た
来
り
索
む
る
も
、
更
に
汝
に
与
へ
ず
」
と
。
こ
の
苦
語
を
得
、

夫
婦
二
人
、
用
心
し
て
生
活
し
、
以
て
漸
く
富
を
得
。
兄
、
財
喪
失
し
、
以
て
漸

く
貧
窮
す
。
来
り
て
弟
よ
り
乞
ふ
。
そ
の
弟
、
乃
ち
兄
に
食
を
譲
ら
ず
、
こ
の
言

を
作な

す
に
至
る
。
兄
、
常
に
富
む
と
謂
ふ
も
、
亦ま

た復
貧
な
り
。
我
昔
、
兄
よ
り
乞

ひ
索
む
る
所
有
る
も
、
苦
切
し
責
め
ら
る
。
今
日
何
の
故
に
か
来
り
て
我
よ
り
索

む
る
」
と
。
兄
、
こ
れ
を
聞
き
已や

み
、
極
め
て
憂
悩
を
生
じ
、
自
ら
念
言
を
作
す
。

同
生
の
兄
弟
す
ら
、
猶な

ほ尚
か
く
の
如
し
、
況
ん
や
外
の
人
に
於
て
を
や
と
。
生
死

を

悪
し
﹇
嫌
悪
し
﹈、
遂
に
家
に
還
ら
ず
。
山
に
入
り
て
道
を
学
ぶ
。
精
勤
苦

行
し
、
辟び
や
く
し
ぶ
つ

支
仏
﹇
自
分
で
悟
り
を
開
く
仏
﹈
を
得
た
り
。
そ
の
弟
、
後
に
亦
た
以

て
漸
く
貧
窮
す
。
世
の
飢
饉
に
遭
ひ
、
薪
を
売
り
て
自
活
す
。
時
に
辟
支
仏
、
城

に
入
り
て
食
を
乞
ふ
も
、
竟
に
得
る
所
無
く
、
空
鉢
に
て
還
り
出
づ
。
時
に
薪
を

売
る
人
、
辟
支
仏
の
空
鉢
に
て
城
を
出
づ
る
を
見
て
、
即
ち
薪
を
賣
り
て
得
る
所

の
稗は
い
せ
う麨
﹇
麦
﹈
を
以
て
、
こ
れ
に
与
へ
ん
と
欲
す
。
辟
支
仏
に
語
り
て
言
く
、「
尊

者
能
く
麤そ

悪
﹇
粗
悪
﹈
の
食
を
以
て
す
る
や
不い
な

や
」
と
。
答
へ
て
言
く
、「
好
悪

を
問
は
ず
、
趣
き
て
身
を
支
ふ
る
を
得
ん
」、
と
。
時
に
薪
を
売
る
人
、
即す
な
は便
ち

授
け
与
ふ
。
辟
支
仏
、
受
け
て
こ
れ
を
食
す
。
食
ひ
訖お
は

る
の
後
、
虚
空
に
飛ひ
た
う騰
し

﹇
飛
び
上
が
り
﹈、
十
八
変
を
作
し
、
即
ち
所
止
﹇
住
ま
い
﹈
に
還
る
。
時
に
薪
を

売
る
人
、
後
に
更
に
薪
を
取
り
、
道
に
一
兎
を
見
て
、
杖
を
以
て
こ
れ
を
撩と

る
。

変
じ
て
死
人
と
為
り
、
卒に

は
かに
起
き
来
り
て
、
薪
の
人
の
項う
な
じを
抱
き
取
る
。
彼
の
薪

を
取
る
人
、
種
種
に
方
便
し
、
推
し
て
去
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
も
、
離
る
る
を
得
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恵

三
二

る
能
は
ず
。
衣
を
脱
ぎ
人
を
雇
ひ
、
こ
れ
を
挽ひ

き
却し
り
ぞか
し
む
る
も
、
亦
た
離
る
る

を
得
ず
。
展
転
し
て
闇
に
至
り
、
負
ひ
来
り
家
に
向
ふ
。
既
に
家
の
中
に
到
り
、

死
人
自
ら
解
け
、
墮
ち
て
地
に
在
り
、
真
金
の
人
と
作な

る
。
時
に
薪
を
売
る
人
、

即す
な
は便
ち
金
の
人
の
頭
を
截き

り
却し
り
ぞく
。
頭
、
尋つ

ぎ
て
還ま

た
生
ず
。
そ
の
手
脚
を
却
す

も
、
手
脚
還
た
生
ず
。
須
臾
の
間
、
金
頭
、
金
手
、
そ
の
屋
裏
に
満
ち
、
積
み
て

大
𧂐
﹇
高
く
重
ね
る
こ
と
﹈
を
為
す
。
隣
比
﹇
近
所
﹈、
官
に
告
ぐ
、「
こ
の
貧
窮

の
人
、
屋
裏
に
自
然
、
こ
の
金
𧂐
有
り
」
と
。
王
聞
き
て
使
ひ
を
遣
は
し
、
徃
き

て
こ
れ
を
覆ふ
く
け
ん検
﹇
調
査
﹈
せ
し
む
。
即
ち
屋
裏
に
到
り
、
純も
つ
ぱら
爛た
だ

れ
臭
き
死
人
の

手
足
頭
を
見
る
。
そ
の
人
、
自
ら
金
頭
を
捉
へ
、
来
り
て
以
て
王
に
上
た
て
ま
つる
。「
便

ち
こ
れ
真
金
な
り
」
と
。
王
、大
き
に
歓
喜
し
、「
こ
れ
は
、こ
れ
福
人
な
り
」
と
。

即
ち
聚
落
に
封
ず
。﹇
後
略
﹈

動
物
が
主
人
公
の
場
合
と
異
な
り
、
本
作
の
場
合
、
細
か
な
描
写
が
見
ら
れ
な

い
た
め
、
話
の
長
さ
は
典
拠
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
人
間
の
み
が
登
場
す
る
四
話

（『
宝
の
蔵
』
第
三
・
十
三
話
、『
印
度
の
古
話
』
第
二
話
、『
五
王
子
』）
に
関
し
て

も
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
宝
の
蔵
』
第
三
話
「
毒
箭
に
中

り
た
る
愚
人
の
話
」
は
、
典
拠
の
煩
雑
な
記
述
を
簡
潔
に
し
た
り
、『
五
王
子
』

で
は
末
尾
を
変
え
て
、
善
を
心
が
け
よ
と
い
う
教
訓
を
強
調
し
た
り
す
る
工
夫
は

見
ら
れ
る
が
、
独
自
性
は
極
め
て
薄
い
と
言
え
る
。

『
宝
の
蔵
』「
よ
み
は
じ
め
」
で
、
語
り
手
の
翁
が
子
ど
も
た
ち
に
、「
問
ふ
て

知
り
玉
ひ
た
ら
ば
、
か
な
ら
ず
考
へ
て
悟
る
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
玉
ふ
な
、
考
ふ

る
と
い
ふ
こ
と
は
問
ふ
と
い
ふ
こ
と
よ
り
も
更
に
よ
き
も
の
を
諸
君
に
得
さ
す
べ

し
」、「
よ
く
聴
き
玉
へ
よ
、
よ
く
考
へ
玉
へ
よ
、
考
へ
玉
ふ
こ
と
の
報
酬
と
し
て

は
諸
君
何
を
か
得
た
ま
ふ
べ
き
、
即
ち
宝
を
得
た
ま
ふ
な
ら
ん
歟
」
と
い
う
。
ま

た
、
三
版
『
宝
の
蔵
』「
又
の
日
の
会
」
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、「
物
語
の
意
を

考
へ
て
悟
る
と
い
ふ
こ
と
は
、か
な
ら
ず
忘
れ
で
務
め
申
べ
け
れ
ば
」
と
述
べ
る
。

露
伴
は
譬
喩
話
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
に
「
悟
り
」、
す
な
わ
ち
に
生
き
る
上
で

の
知
恵
を
授
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
仏
典
か
ら
譬
喩
話

を
選
び
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
描
い
て
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
動
物

が
登
場
す
る
話
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
た
。

五
、『
宝
の
蔵
』
に
お
け
る
教
訓
の
異
同

『
宝
の
蔵
』
の
巻
末
で
は
、
語
り
手
の
翁
と
子
供
た
ち
が
全
十
五
話
に
つ
い
て

語
り
合
い
、
教
訓
を
ま
と
め
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
初
版
と
再
・
三
版

は
こ
の
部
分
に
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
な
の
は
、
第
五
・
七
・

十
一
・
十
三
の
計
四
話
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、『
印
度
の
古
話
』『
露
伴
夜
話
』
の

教
訓
は
各
話
の
末
尾
、『
五
王
子
』
は
巻
末
に
述
べ
ら
れ
る
。

『
宝
の
蔵
』
の
異
同
に
つ
い
て
い
え
ば
、た
と
え
ば
初
版
「
よ
み
を
は
り
」
が
、

知
ら
る
ゝ
こ
と
は
ま
こ
と
に
能
く
知
ら
れ
た
り
、
さ
れ
ど
そ
れ
は
い
ま
だ
悟

り
た
る
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
頓や
が

て
実
際
に
臨
み
て
今
の
考
へ
を
出
し
た
ま

ふ
こ
と
あ
ら
ば
初
め
て
宝
の
蔵
よ
り
佳
き
も
の
を
得
玉
ふ
こ
と
必
定
あ
る
べ

し
、
と
も
か
く
も
怜さ
と
き悧
諸
君
な
れ
ば
能
く
も
皆
談は
な
し話
の
神こ
ゝ
ろを
知
り
得
玉
ひ
、

翁
も
嬉
し
く
お
ぼ
ゆ
る
な
り

で
あ
る
の
に
対
し
、
再
版
「
よ
み
じ
ま
ひ
」
で
は
、

実
に
諸
君
は
能
く
聞
き
て
又
能
く
考
へ
た
ま
ひ
た
り
。
諸
君
の
考
へ
得
た
ま
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ひ
し
と
こ
ろ
皆
物
語
の
真
の
意こ

ゝ
ろな
り
。﹇
略
﹈
諸
君
は
ま
こ
と
に
能
く
味
は
ふ

こ
と
を
知
り
居
玉
へ
ば
、
翁
も
物
語
り
聞
か
せ
ま
ゐ
ら
す
る
に
張
合
ひ
あ
り

と
な
っ
て
い
る
。
初
版
で
は
、
ま
だ
悟
り
に
至
ら
ず
課
題
が
残
る
こ
と
を
指
摘
す

る
厳
し
い
翁
で
あ
っ
た
が
、
再
版
で
は
よ
く
考
え
た
と
褒
め
る
優
し
い
翁
な
の
で

あ
る
。

以
下
、
末
尾
の
教
訓
に
大
き
な
異
同
の
あ
る
話
を
『
宝
の
蔵
』
か
ら
二
つ
読
む

こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
に
、第
十
二
「
野
干
王
城
を
攻
む
る
話
」。
幸
田
文
が
、「
狐

王
城
を
攻
む
る
話
で
は
、両
軍
が
鬨
の
声
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
」（
前

掲
「『
宝
の
蔵
』」）
と
い
う
。
露
伴
は
こ
の
話
を
す
る
た
び
に
、
獅
子
が
鬨
の
声

を
あ
げ
る
場
面
で
、「
自
ら
大
口
を
明
き
歯
を
剥
き
だ
し
、
ぐ
わ
あ
あ
と
全
く
の

咆
哮
を
し
て
見
せ
た
」（
同
）
そ
う
で
あ
る
。

『
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
』（『
縮
刷
蔵
経
』）

乃
往
古
昔
有
一
摩
納
。
在
山
窟
中
誦
刹
利
書
。
有
一
野
狐
住
其
左
右
専
聴
誦
書
。

心
有
所
解
作
是
念
。
如
我
解
此
書
語
、
足
作
諸
獣
中
王
。
作
是
念
已
、
便
起
遊
行

逢
一
羸
痩
野
狐
。
便
欲
殺
之
。
彼
言
何
故
殺
我
。
答
言
我
是
獣
王
。
汝
不
伏
我
。

是
以
相
殺
。
彼
言
、願
莫
殺
我
。
我
当
随
従
。
於
是
二
狐
便
共
遊
行
。
復
逢
一
狐
。

又
欲
殺
之
。
問
答
如
上
、
亦
言
随
従
。
如
是
展
転
伏
一
切
狐
。
便
以
群
狐
伏
一
切

象
、
復
以
衆
象
伏
一
切
虎
、
復
以
衆
虎
伏
一
切
師
子
。
遂
便
権
得
作
獣
中
王
。
既

作
王
已
復
作
是
念
。
我
今
為
獣
王
、
不
応
以
獣
為
婦
。
便
乗
白
象
、
帥
諸
群
獣
不

可
称
数
、
囲
迦
夷
城
数
百
千
匝
。
王
遣
使
問
、
汝
諸
群
獣
、
何
故
如
是
。
野
狐
答

言
、
我
是
獣
王
、
応
取
汝
女
。
与
我
者
善
。
若
不
与
我
当
滅
汝
国
。
還
白
如
此
。

王
集
群
臣
共
議
。
唯
除
一
臣
、
皆
云
応
与
。
所
以
者
何
。
国
之
所
恃
唯
頼
象
馬
。

我
有
象
馬
彼
有
師
子
。
象
馬
聞
気
惶
怖
伏
地
。
戦
必
不
如
。
為
獣
所
滅
。
何
惜
一

女
而
喪
一
国
。
時
一
大
臣
聡
叡
遠
略
、
白
王
言
、
臣
観
古
今
。
未
曾
聞
見
人
王
之

女
与
下
賤
獣
。
臣
雖
弱
昧
、
要
殺
此
狐
、
使
諸
群
獣
各
各
散
走
。
王
即
問
言
、
計

将
焉
出
。
大
臣
答
言
、
王
但
遣
使
剋
期
、
戦
日
先
当
従
彼
求
索
一
願
。
願
令
師
子

先
戦
後
吼
。
彼
謂
吾
畏
、
必
令
師
子
先
吼
後
戦
。
王
至
戦
日
、
当
勅
城
内
皆
令
塞

耳
。
王
用
其
語
。
遣
使
剋
期
并
求
上
願
。
至
于
戦
日
復
遣
信
求
、
然
後
出
軍
。
軍

鋒
欲
交
、
野
狐
果
令
師
子
先
吼
。
野
狐
聞
之
心
破
七
分
、
便
於
象
上
墜
落
于
地
。

於
是
群
獣
一
時
散
走
。﹇
後
略
﹈

乃
ち
往
古
の
昔
に
一
摩
納
﹇
若
い
信
者
﹈
有
り
。
山
窟
中
に
在
て
刹
利
﹇
王
族
﹈

の
書
を
誦
む
。
一
野
狐
有
り
、
そ
の
左
右
に
住と
ど

ま
り
専
ら
書
を
誦
む
を
聴
く
。
心

に
解
す
る
所
有
り
て
こ
の
念
を
作な

す
。
如も

し
我
れ
こ
の
書
の
語
を
解
さ
ば
、
諸
獣

中
の
王
と
為な

る
に
足
ら
ん
と
。
こ
の
念
を
作
し
已や

み
て
、
便す
な
はち
起た

ち
て
遊
行
し
一

羸る
い
そ
う痩
の
野
狐
に
逢
ふ
。
便
ち
こ
れ
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
彼
言
く
、「
何
故
に
我
を

殺
さ
ん
や
」
と
。
答
へ
て
言
く
、「
我
れ
こ
れ
獣
王
な
り
。
汝
我
に
伏
さ
ず
。
こ

こ
を
以
て
相
殺
さ
ん
と
す
」
と
。
彼
言
く
、「
願
は
く
は
我
を
殺
す
こ
と
莫
れ
。

我
当ま
さ

に
随
従
す
べ
し
」
と
。
こ
こ
に
於
て
二
狐
便
ち
共
に
遊
行
す
。
復
た
一
狐
に

逢
ふ
。
又
こ
れ
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
問
答
す
る
こ
と
上
の
如
く
、
亦
た
言
く
「
随

従
す
」
と
。
か
く
の
如
く
展
転
し
一
切
の
狐
を
伏
す
。
便
ち
群
狐
を
以
て
一
切
の

象
を
伏
し
、
復
た
衆
象
を
以
て
一
切
の
虎
を
伏
し
、
復
た
衆
虎
を
以
て
一
切
の
師

子
を
伏
す
。
遂
に
便
ち
権か
り

に
獣
中
の
王
と
為
る
を
得
た
り
。
既
に
王
と
為
り
已
み

て
復
た
こ
の
念
を
作
す
。「
我
今
獣
の
王
な
り
、
応
に
獣
を
以
て
婦
と
為
す
﹇
獣

を
娶
る
﹈
べ
か
ら
ず
」
と
。
便
ち
白
象
に
乗
り
、
諸
群
獣
の
称
数
す
﹇
数
え
上
げ
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る
﹈
べ
か
ら
ざ
る
を
帥ひ
き

ゐ
て
、
迦
夷
城
を
囲
む
こ
と
数
百
千
匝さ
ふ

﹇
周
﹈。
王
、
使

ひ
を
遣
は
し
問
ふ
、「
汝
諸
群
獣
、
何
の
故
に
か
く
の
如
く
な
る
や
」
と
。
野
狐

答
へ
て
言
く
、「
我
れ
こ
れ
獣
王
な
り
。
応
に
汝
が
女む
す
めを
取
る
べ
し
。
我
に
与
へ

ば
善
し
。
若も

し
我
に
与
へ
ず
ん
ば
、
我
れ
当
に
汝
の
国
を
滅
す
べ
し
」
と
。
還か
へ

り

て
白ま
う

す
こ
と
か
く
の
如
し
。
王
、群
臣
を
集
め
共
に
議
す
。
唯
だ
一
臣
を
除
い
て
、

皆
云
く
「
応
に
与
ふ
べ
し
。
所ゆ
ゑ
ん以
は
何
ぞ
や
。
国
の
恃
む
所
、唯
だ
象
馬
に
頼
む
。

我
に
象
馬
有
る
も
、
彼
に
師
子
有
り
。
象
馬
、
気
﹇
状
況
﹈
を
聞
き
て
惶
怖
し
地

に
伏
さ
ん
。
戦
、
必
ず
如し

か
ず
、
獣
の
滅
す
る
所
と
為
ら
ん
。
何
ぞ
一
女
を
惜
し

み
て
一
国
を
喪
ふ
や
」
と
。
時
に
一
大
臣
聡
叡
に
し
て
、
遠
略
を
以
て
、
王
に
白

し
て
言
く
、「
臣
、
古
今
を
観
る
に
、
未
だ
曾
て
人
王
の
女
を
下
賤
の
獣
に
与
ふ

る
を
聞
見
せ
ず
。
臣
、弱
く
昧く
ら

し
と
雖
も
、要か
な
らず
こ
の
狐
を
殺
し
、諸
群
獣
の
各
々

を
し
て
散
走
せ
し
め
ん
」
と
。
王
、
即
ち
問
ひ
て
言
く
、「
計
将ま
さ

に
焉こ
こ

に
出
で
ん

と
す
る
か
」
と
。
大
臣
答
へ
て
言
く
、「
王
、
但
だ
使
ひ
を
遣
は
し
剋
期
し
﹇
期

日
を
約
し
﹈、
戦
日
、
先
に
当
に
彼
よ
り
一
願
を
求
索
せ
し
む
﹇
求
め
さ
せ
る
﹈

べ
し
。
願
は
く
は
、
師
子
を
し
て
先
に
戦
ひ
後
に
吼
え
し
め
よ
。
彼
は
吾
を
畏
る

と
謂お
も

ひ
、
必
ず
師
子
を
し
て
先
に
吼
え
し
め
後
に
戦
は
ん
。
王
、
戦
日
に
至
ら
ば
、

当
に
城
内
に
勅
し
皆
耳
を
塞
が
し
む
べ
し
」
と
。
王
、
そ
の
語
を
用
ひ
、
使
ひ
を

遣
は
し
剋
期
し
、
并
び
に
上
の
願
ひ
を
求
む
。
戦
日
に
至
り
て
、
復
た
信
﹇
書
簡
﹈

を
遣
は
し
求
め
、
然
る
後
に
軍
を
出
す
。
軍
鋒
交
へ
ん
と
欲
す
る
に
、
野
狐
、
果

し
て
師
子
を
し
て
先
に
吼
え
し
む
。
野
狐
こ
れ
を
聞
き
、
心
破
れ
て
七
分
し
、
便

ち
象
上
よ
り
地
に
墜
落
す
。
こ
こ
に
於
て
群
獣
一
時
に
散
走
す
。

初
版
「
よ
み
を
は
り
」
の
教
訓
は
、「
僥

ま
ぐ
れ
さ
い
は
ひ
倖
を
得
て
慢お
ご
り心
を
生
ず
る
も
の
は
足

下
よ
り
獅
子
の
声
の
や
う
な
る
恐
ろ
し
き
者
の
、
起
り
た
つ
に
遭
ひ
て
太は

な
は
だ
し甚
き

醜ぶ
ざ
ま態
を
あ
ら
は
し
人
の
笑
ひ
と
な
る
と
い
ふ
譬
喩
な
り
」。
対
し
て
再
版
「
よ
み

じ
ま
ひ
」
は
、「
身
の
程
知
ら
ぬ
望
み
を
起
す
こ
と
の
愚
な
る
こ
と
と
、
実ま
こ
との
力

無
く
し
て
多
く
の
人
の
首か
し
らと
な
る
こ
と
の
危
き
こ
と
と
を
示
せ
る
な
ら
ん
」
で
あ

る
。初

版
は
、驕
れ
ば
い
つ
か
は
醜
態
を
さ
ら
け
出
し
て
笑
い
も
の
に
な
る
と
諌
め
、

痛
烈
で
あ
る
。
し
か
し
再
版
は
、「
身
の
程
知
ら
ぬ
望
み
」
な
ど
と
具
体
化
し
、

わ
か
り
や
す
く
述
べ
て
い
る
（
三
版
も
再
版
に
同
じ
）。
本
章
冒
頭
で
も
異
同
を

確
認
し
た
よ
う
に
、
再
版
は
言
い
回
し
が
軟
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

典
拠
と
初
版
を
比
較
す
る
と
、「
於
是
群
獣
一
時
散
走
」で
終
わ
る
典
拠
に
対
し
、

『
宝
の
蔵
』
で
は
、「
諸
の
獣け
も
の類
共
此
態さ
ま

を
視
て
、
自お
の
れ己
が
王
の
頼
み
に
な
ら
ぬ
を

悟
り
、
各
自
狐
を
ふ
り
捨
て
ゝ
、
棲す
み

所か

／
＼
へ
走
り
還
り
け
る
、
狐
は
腰
の
骨
を

打
ち
て
痛
さ
に
苦
し
み
居
る
と
こ
ろ
を
、
這こ
の

業ば
か

畜も
の

め
と
国
王
の
臣
下
に
忽
ち
踏
み

殺
さ
れ
け
る
」
と
、狐
が
ぶ
ざ
ま
に
転
げ
落
ち
た
と
こ
ろ
を
踏
み
殺
さ
れ
る
よ
う
、

誇
張
し
て
い
る
。
初
版
「
よ
み
を
は
り
」
の
教
訓
、「
僥
ま
ぐ
れ
さ
い
は
ひ
倖
を
得
て
慢お
ご
り心
を
生
ず

る
も
の
は
﹇
略
﹈
太は
な
は
だ
し甚だ
き
醜ぶ
ざ
ま態
を
あ
ら
は
し
人
の
笑
ひ
と
な
る
と
い
ふ
譬
喩
な

り
」
は
、
そ
の
ま
ま
の
結
末
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
第
十
四
話
「
啄
木
鳥
怒
つ
て
獅
子
を
罵
る
話
」。
こ
れ
は
、
恩
知
ら
ず

な
獅
子
が
啄
木
鳥
に
片
目
を
潰
さ
れ
る
話
で
あ
る
。

『
菩
薩
瓔
珞
経
』

時
師
子
王
、
晨
朝

立
六
処
不
動
、
奮
迅
身
体
便
大
雷
吼
。
走
獣
伏
住
飛
者
墮
落
。
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然
後
乃
趣
曠
野
山
沢
、
案
行
局
界
求
覓
群
獣
。
逢
一
象
王
殺
而
食
之
。
体
骨
鯁
咽

死
而
復
穌
。
時
有
木
雀
在
師
子
前
、求
覓
軟
虫
取
而
食
之
。
師
子
張
口
告
木
雀
曰
、

与
吾
挽
此
骨
、
却
後
若
得
食
当
相
報
恩
。
木
雀
聞
之
、
入
口
尽
力
。
抜
骨
乃
得
去

之
。
時
師
子
王
後
日
求
食
大
殺
群
獣
。
木
雀
在
側
少
多
求
恩
師
子
不
報
。
仏
告
目

連
、
時
師
子
王
、
以
此
偈
報
木
雀
曰
、
吾
為
師
子
王
、
以
殺
為
家
業
、
噉
肉
飲
其

血
、
以
此
為
常
膳
、
汝
既
不
自
量
、
脱
吾
牙
歯
難
、
還
得
出
吾
口
、
此
恩
何
可
忘
。

爾
時
木
雀
。
復
以
此
偈
報
師
子
曰
、
我
雖
是
小
鳥
、
誠
応
不
惜
死
、
但
王
不
念
恩
、

自
負
言
誓
重
、
若
能
小
寛
弘
、
少
多
見
恵
者
、
没
命
終
不
恨
、
不
敢
有
譏
論
。
爾

時
師
子
王
、
竟
不
報
恩
捨
之
而
去
。
木
雀
自
念
、
吾
恩
極
重
反
更
軽
賤
。
今
当
追

後
要
伺
師
子
。
便
不
報
怨
者
終
不
行
世
。
在
在
処
処
終
不
相
離
。
時
師
子
王
復
殺

群
獣
恣
意
食
之
、
飽
便
睡
眠
無
所
畏
懼
。
時
彼
木
雀
、
飛
趣
師
子
当
立
額
上
、
尽

其
力
勢
啄
一
眼
壊
。
師
子
驚
起
左
右
顧
視
。
不
見
余
獣
唯
見
木
雀
独
在
樹
上
。
時

師
子
王
語
木
雀
曰
、
汝
今
何
為
乃
壊
吾
目
。
時
彼
木
雀
以
偈
報
師
子
王
曰
、
重
恩

不
知
報
、　

反
更
生
害
心
、
今
留
汝
一
目
、
此
恩
何
可
忘
、
汝
雖
獣
中
王
、
所
行

無
反
復
、
従
是
各
自
休
、
莫
復
作
縁
対
。﹇
後
略
﹈

時
に
師
子
王
、
晨
朝
﹇
朝
八
時
頃
﹈
に
ぢ

立り
つ

し
六
処
﹇
目
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
﹈

動
ぜ
ず
、
身
体
を
奮
迅
し
便
ち
大
雷
吼
す
。
走
る
獣
は
伏
し
住と
ど

ま
り
、
飛
ぶ
者
は

墮
落
す
。
然
る
後
乃
ち
、
曠
野
山
沢
に
趣
き
、
局
界
﹇
近
く
の
地
﹈
を
案
行
﹇
巡

行
﹈
し
群
獣
を
求
覓べ
き

す
﹇
求
め
る
﹈。
一
象
王
に
逢
ひ
、
殺
し
て
こ
れ
を
食
ふ
。

体
骨
鯁か
う

咽
し
﹇
骨
が
喉
に
さ
さ
り
﹈、
死
し
て
復
た
穌そ

﹇
蘇
生
﹈
す
。
時
に
木
雀

有
り
て
師
子
の
前
に
在
り
、
軟
虫
を
求
覓
し
、
取
り
て
こ
れ
を
食
ふ
。
師
子
口
を

張
り
、
木
雀
に
告
げ
て
曰
く
、「
吾
と
こ
の
骨
を
挽ひ

け
。
却
後
﹇
そ
の
後
﹈
若
し

食
を
得
ば
、
当
に
相あ

ひ

恩
に
報
は
ん
」
と
。
木
雀
こ
れ
を
聞
き
、
口
に
入
り
て
力
を

尽
く
し
、
骨
を
抜
き
乃
ち
こ
れ
を
去
る
こ
と
を
得
。
時
に
師
子
王
、
後
日
、
食
を

求
め
大
き
に
群
獣
を
殺
す
。
木
雀
側
に
在
り
て
少
多
﹇
や
や
多
く
﹈
の
恩
を
求
む

る
も
、
師
子
報
い
ず
。
仏
、
目
連
﹇
弟
子
の
名
﹈
に
告
ぐ
、「
時
に
師
子
王
、
こ

の
偈げ

を
以
て
木
雀
に
報
い
て
曰
く
、
吾
、
師
子
王
た
り
。
殺
を
以
て
家
業
と
為
し
、

肉
を
噉
ひ
其
の
血
を
飲
む
。
こ
れ
を
以
て
常
膳
と
為
す
。
汝
既
に
自
ら
量
ら
ず
、

吾
が
牙
歯
の
難
を
脱
し
、
還
り
て
吾
が
口
を
出
づ
る
を
得
た
り
。
こ
の
恩
何
ぞ
忘

る
べ
け
ん
や
」と
。
爾そ

の
時
木
雀
、復
た
こ
の
偈
を
以
て
師
子
に
報こ
た

へ
て
曰
く
、「
我

れ
こ
れ
小
鳥
と
雖
も
、
誠
に
応ま
さ

に
死
を
惜
し
ま
ず
。
但
だ
王
、
恩
を
念
ぜ
ず
、
自

ら
言
誓
の
重
き
を
負
ふ
。
若も

し
能
く
小す
こ

し
く
寛
弘
に
し
て
、
少
多
恵
ま
ば
、
命
を

没
す
る
も
終
に
恨
ま
ず
、敢
え
て
譏
論
﹇
議
論
﹈
有
ら
ず
」
と
。
爾
の
時
師
子
王
、

竟
に
恩
に
報
い
ず
、
こ
れ
を
捨
て
て
去
る
。
木
雀
自
ら
念
ふ
、
吾
が
恩
極
め
て
重

き
に
反か
へ

つ
て
更
に
軽
賤
さ
る
﹇
軽
ん
じ
ら
れ
る
﹈。
今
、
当
に
後
を
追
ひ
要か
な
らず
師

子
を
伺
ふ
べ
し
、
便
ち
怨
を
報
ぜ
ず
ん
ば
終
に
行
世
﹇
処
世
﹈
せ
ず
と
。
在
在
処

処
、
終
に
相あ
ひ

離
れ
ず
。
時
に
師
子
王
、
復
た
群
獣
を
殺
し
、
意
を
恣
に
こ
れ
を
食

ひ
、
飽
き
て
便
ち
睡
眠
し
、
畏
懼
す
る
所
無
し
。
時
に
彼
の
木
雀
、
飛
び
て
師
子

に
趣
き
、
当
に
額
上
に
立
つ
べ
く
、
そ
の
力
勢
を
尽
く
し
て
一
眼
を
啄
み
壊や
ぶ

る
。

師
子
、
驚
き
起
き
て
左
右
顧
視
す
。
余
獣
を
見
ず
、
唯
だ
木
雀
の
独
り
樹
上
に
在

る
を
見
る
。
時
に
師
子
王
、
木
雀
に
語
り
て
曰
く
、「
汝
今
何な
ん
す
れ為
ぞ
乃
ち
吾
が
目

を
壊
る
」
と
。
時
に
彼
の
木
雀
、
偈
を
以
て
師
子
王
に
報
い
て
曰
く
、「
重
恩
、

報
を
知
ら
ず
。
反
つ
て
更
に
害
心
を
生
ず
。
今
汝
に
一
目
を
留
む
。
こ
の
恩
何
ぞ

忘
る
べ
け
ん
や
。
汝
、
獣
中
の
王
と
雖
も
、
所
行
反
復
無
し
。
こ
れ
よ
り
各

お
の
お
の

自

ら
休
み
、
復
た
縁
対
﹇
因
縁
の
対
﹈
を
作な

す
こ
と
莫
か
れ
」
と
。﹇
後
略
﹈
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恵

三
六

教
訓
の
異
同
を
見
よ
う
。
初
版
は
、「
小
な
る
者
を
も
侮
る
可
か
ら
ず
、
罵
詈

は
罵
詈
を
招
き
無
法
の
言
は
無
法
の
言
を
招
く
と
い
ふ
譬
喩
な
り
」。再
版
は
、「
其

意
は
、
強
き
も
の
も
弱
き
も
の
を
侮
る
べ
か
ら
ず
、
大
な
る
も
の
も
小
な
る
も
の

を
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
、
罵の
ゝ
し
り詈
は
、
必
ず
罵
詈
を
招
き
、
暴
言
は
必
ず
暴
言
を
来
す

と
い
ふ
こ
と
の
譬
喩
な
る
べ
し
」、「
我
等
は
獅
子
が
行
ひ
を
憎
み
て
、
啄
木
鳥
の

勇
を
愛
す
る
な
り
」、「
我
等
は
啄
木
鳥
が
恐
ろ
し
き
獅
子
の
口
の
中
に
入
り
て
其

喉
に
立
ち
た
る
骨
を
抜
き
て
遣
り
た
る
其
義を
と
こ
ぎ気
を
高
し
と
し
て
、
眠
れ
る
獅
子
の

眼
を
啄つ
ゝ

き
破
り
た
る
其
復
讐
を
ば
悦
ば
ず
。
ひ
そ
か
に
啄
木
鳥
が
胸
の
狭
く
し
て

心
の
寛
か
ら
ぬ
を
悲
し
む
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
啄
木
鳥
に
対
す
る
評

価
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

第
三
章
で
述
べ
た
『
宝
の
蔵
』
第
一
「
善
牙
獅
子
と
善
搏
虎
と
両
舌
野
干
と
の

話
」
も
同
様
に
教
訓
が
増
え
て
い
る
。
初
版
は
、「
悪
き
智
慧
よ
り
巧
み
出
せ
し

両
舌
の
い
た
づ
ら
に
殃
わ
ざ
は
ひを
惹
く
の
み
な
る
こ
と
の
譬
喩
な
り
」。
再
版
は
、「
譎い
つ
は
り詐

の
益
無
き
こ
と
を
説
き
た
る
譬
喩
な
る
べ
し
。
両
舌
野
干
の
如
き
は
智
慧
無
き
に

は
あ
ら
ね
ど
も
却
つ
て
智
慧
無
き
も
の
よ
り
も
愚
な
る
め
に
会
ひ
た
り
と
い
ふ
べ

し
。
我
等
は
獅
子
の
如
く
虎
の
如
く
に
独
立
し
て
且
相あ
ひ

助
け
て
世
を
経
べ
し
。
野

干
の
如
き
卑
し
き
心
を
有も

ち
て
誠
無
き
振
舞
を
為
さ
ん
こ
と
は
、
慚
づ
べ
く
厭
ふ

べ
き
こ
と
な
り
と
思
ふ
な
り
」。「
物
語
の
主
な
る
意
は
其
処
に
あ
る
べ
し
。
さ
て

又
其
傍
に
は
、
漫み
だ
りに
争
闘
を
為
さ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
賢
き
事
な
り
と
の
教
の
意
も

籠
れ
る
に
は
あ
ら
ず
や
。
我
等
は
物
語
を
聞
き
な
が
ら
、
獅
子
と
虎
と
の
智
慧
深

く
し
て
妄み
だ

り
に
闘
ひ
を
開
か
ざ
り
し
に
は
感
服
し
た
り
」
と
、
詳
細
で
あ
る
。

一
方
、教
訓
が
削
ら
れ
て
い
く
話
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、第
四
章
で
述
べ
た
、『
宝

の
蔵
』
第
九
「
梟
と
烏
と
の
話
」
の
場
合
、
初
版
で
は
「
梟
よ
り
弱
き
烏
も
非
常

の
勇
気
と
智
慧
と
忍
耐
と
同
族
を
思
ふ
熱
心
と
を
も
つ
て
は
唯
一
羽
に
て
敵
を
殄ほ

ろ

ぼ
し
尽
す
ほ
ど
の
大
事
を
成
し
遂
げ
得
る
と
い
ふ
事
な
る
べ
し
、
我
等
男
児
は
時

と
し
て
彼か
の

烏
の
や
う
な
る
覚
悟
あ
れ
と
云
ふ
こ
と
な
ら
む
」
と
あ
っ
た
が
、
再
版

で
は
「
怨う
ら
み恨
は
解
く
べ
し
結
ぶ
べ
か
ら
ず
、
怨
恨
を
結
び
て
解
か
ず
ん
ば
強
き
者

も
遂
に
亡ほ
ろ

ぶ
る
日
あ
ら
ん
、と
い
ふ
こ
と
を
示
し
た
る
な
ら
ん
」
と
簡
単
で
あ
る
。

勇
敢
な
烏
の
覚
悟
を
男
児
に
奨
励
し
て
い
る
部
分
を
省
き
、
怨
み
を
捨
て
て
相
手

を
許
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

同
様
に
、
第
三
章
で
読
ん
だ
『
宝
の
蔵
』
第
十
「
兎
他
の
善
を
助
く
る
に
勇
猛

な
る
話
」
も
教
訓
が
削
ら
れ
る
。
初
版
「
我
が
善
を
為
す
に
身
を
惜
ま
ざ
る
は
勿

論
の
事
な
が
ら
他
の
善
を
助
く
る
に
も
ま
た
勇
猛
な
ら
ば
其
功
徳
は
大
な
る
も
の

な
り
と
い
ふ
意
な
ら
ん
」、「
特
に
妾
わ
た
く
しに
は
身
に
染
み
て
覚
え
ら
る
、
彼
尊
き
兎
の

心
掛
け
の
話
は
分
け
て
女
の
た
め
な
る
べ
し
、
行
末
と
も
に
強
き
心
を
持
ち
て
他

の
善
を
ば
助
く
べ
し
」
が
、
再
版
で
は
「
自
己
の
身
を
捨
つ
る
は
悲
し
き
こ
と
の

限
り
な
れ
ば
、
も
と
よ
り
好
ま
し
き
こ
と
に
は
あ
ら
ね
ど
、
百
計
尽
き
て
如
何
と

も
す
る
こ
と
叶
は
ぬ
時
に
は
、
自
己
が
身
を
捨
て
て
も
自
己
が
志
は
成
し
遂
ぐ
べ

し
、
と
い
ふ
教
訓
の
意
を
含
め
る
な
る
べ
し
」、「
且
は
善
事
の
た
め
に
は
、
他
の

上
の
事
に
も
せ
よ
力
を
添
ふ
べ
し
、
と
い
ふ
意
も
籠
れ
る
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。

女
性
は
身
を
捨
て
て
で
も
他
人
を
助
け
る
べ
き
だ
と
い
う
部
分
が
削
除
さ
れ
た

上
、
身
を
捨
て
る
こ
と
自
体
が
「
好
ま
し
き
こ
と
に
は
あ
ら
ね
ど
」
と
さ
れ
て
い

る
。
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三
七

結
び

露
伴
は
、『
宝
の
蔵
』
が
「
割
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い
で
す
な
、
み
ん
な
比
喩

譚
だ
か
ら
。
猿
の
話
、兎
の
話
、狐
の
話
と
い
ふ
や
う
に
」（
前
掲
『
露
伴
翁
夜
話
』）

と
述
べ
る
。
黄
檗
版
や
縮
刷
版
の
『
大
蔵
経
』
を
読
み
込
ん
で
い
た
露
伴
は
、
そ

の
博
識
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
「
比
喩
譚
」
を
仏
典
か
ら
選
び
、
子
供
向
け
の
教
訓

話
を
書
い
た
。
し
か
し
、『
宝
の
蔵
』
は
「
子
供
の
た
め
の
も
の
に
書
い
た
訳
な

ん
で
す
が
、
や
は
り
自
分
勝
手
な
も
の
を
書
い
て
、
少
し
む
つ
か
し
い
な
ん
て
い

ふ
批
評
を
受
け
ち
ま
つ
た
ん
で
す
が
ね
。
し
か
し
、
ど
う
も
評
の
方
が
当
つ
て
ゐ

る
の
は
仕
方
が
な
い
」（
同
）
と
も
語
っ
て
い
る
。

『
般
若
心
経
第
二
義
注
』（
前
掲
）
で
、「
諸
経
を
お
ぼ
え
た
り
と
て
少
し
も
善

人
に
は
な
ら
ず
」、「
記お
ぼ

え
る
と
悟
る
と
は
慥た
し

か
に
相
違
あ
り
。
手
斧
の
使
ひ
方
ば

か
り
に
て
も
、
足
の
親
指
を
一
度
切
ら
ね
ば
悟
れ
ぬ
と
は
大
工
の
名
言
」、「
悟
ら

ね
ば
何
の
役
に
か
立
た
む
」
と
述
べ
、
前
述
の
よ
う
に
『
宝
の
蔵
』
初
版
「
よ
み

を
は
り
」
で
「
知
ら
る
ゝ
こ
と
は
ま
こ
と
に
能
く
知
ら
れ
た
り
、
さ
れ
ど
そ
れ
は

い
ま
だ
悟
り
た
る
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
、
露
伴
が
、
譬

喩
話
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
に
「
悟
り
」、
す
な
わ
ち
生
き
る
た
め
の
知
恵
を
与
え

よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
露
伴
は
、
仏
典
の
譬
喩
談
に
取
材
し
、
そ
れ

を
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
に
話
す
こ
と
で
、
少
年
を
導
こ
う
と
し
た
。
仏
典
は
格

好
の
材
料
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
1
） 

今
善
作
『
東
開
ダ
ル
マ
和
尚
と
幸
田
露
伴
』（
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
非
売
品
）。

（
2
） 

「
明
治
二
十
三
年
八
月
二
十
日
夜
、
文
殊
師
利
発
願
経
を
読
み
て
写
す
」
と
あ
る
の

に
拠
る
。

（
3
） 

初
出
未
詳
、
の
ち
『

言
』（
明
治
三
十
四
年
九
月
春
陽
堂
）
に
「
婦
女
」
と
題
し

て
所
収
。
塩
谷
賛
は
『
幸
田
露
伴
』
上
（
前
掲
）「
新
羽
衣
物
語
」
で
、『
婦
女
』・『
当

世
文
反
古
余
稿
』
と
も
に
玉
耶
経
に
関
す
る
話
で
あ
り
、『
婦
女
』
は
『
当
世
文
反
古
』

発
表
の
前
後
、
す
な
わ
ち
明
治
二
十
四
、五
年
成
と
推
定
。

（
4
） 

拙
稿「
幸
田
露
伴
の
笑
い
話
―『
解
頤
茶
話
』を
中
心
に
」（
平
成
二
十
六
年
七
月『
国

語
国
文
』）。

（
5
） 

高
木
卓
『
人
間
露
伴
』「
露
伴
妹
の
言
葉
か
ら
」（
昭
和
二
十
三
年
六
月
丹
頂
書
房
）。

（
6
） 

『
日
本
仏
教
全
集
叢
書
資
料
総
覧
』（
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
本
の
友
社
）。

（
7
） 

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
一
（
昭
和
八
年
一
月
大
東
出
版
社
）。

（
8
） 

『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
平
成
十
年
八
月
雄
山
閣
出
版
）。

（
9
） 

前
掲
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
七
（
昭
和
九
年
五
月
）。

（
10
） 

露
伴
が
明
示
し
た
典
拠
は
以
下
で
あ
る
。
第
一
話
「
十
誦
経
巻
九
、
縮
、
張
三
ノ

五
十
九
丁
」、「
彌
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
巻
六
、縮
、張
一
ノ
三
十
四
丁
」。
第
二
話
「
摩

訶
僧
祇
律
巻
二
十
四
、縮
、列
九
ノ
六
十
九
丁
」。
第
三
話
「
中
阿
含
経
巻
六
十
、縮
、

昃
七
ノ
九
十
七
丁
」、「
箭
喩
経
、
縮
、
昃
八
ノ
八
十
九
丁
」。
第
四
話
「
仏
本
行
集

経
巻
三
十
一
、
縮
、
辰
八
ノ
四
十
三
丁
」、「
参
照
、
鼈
と
猿
と
の
話
、
鼈
獼
猴
經
、
縮
、

宿
五
ノ
二
十
八
丁
」。
第
五
話
「
四
分
律
巻
五
十
、
縮
、
列
六
ノ
二
十
九
丁
」、「
摩

訶
僧
祇
律
巻
二
十
七
、
縮
、
列
九
ノ
八
十
六
丁
」。
第
六
話
「
鹿
母
経
、
縮
、
宙
六

ノ
三
丁
」。
第
七
話
「
十
誦
律
巻
三
十
六
、
縮
、
張
五
ノ
三
十
六
丁
」。
第
八
話
「
仏

説
水
牛
経
、
縮
、
宿
五
ノ
四
十
三
丁
」。
第
九
話
「
雑
宝
蔵
経
巻
八
、
旧
、
既
八
ノ

二
十
一
丁
」。
第
十
話
「
旧
雑
譬
喩
経
巻
下
」、「
参
照
、兎
王
焚
身
の
話
、生
経
巻
四
、

縮
、
宿
五
ノ
四
十
三
丁
」、「
雑
宝
蔵
経
巻
二
、
旧
、
既
二
ノ
二
丁
」。
第
十
一
話
「
摩



中　

原　

理　

恵

三
八

訶
僧
祇
律
巻
四
、
縮
、
列
八
ノ
二
十
八
丁
」。
第
十
二
話
「
彌
沙
塞
部
和
醯
五
分
律

巻
三
、
縮
、
張
一
ノ
十
一
丁
」。
第
十
三
話
「
馬
鳴
菩
薩
大
荘
厳
経
論
巻
六
、
縮
、

暑
四
ノ
九
十
五
丁
」。
第
十
四
話
「
菩
薩
瓔
珞
経
巻
十
一
、縮
、宇
四
ノ
七
十
六
丁
」。

第
十
五
話
「
六
度
集
経
巻
三
、
縮
、
宙
三
ノ
六
十
丁
」。

（
11
） 

露
伴
は
「
四
十
三
丁
」
と
記
す
が
、
話
は
四
十
二
丁
表
〜
四
十
三
丁
表
で
あ
り
、

始
ま
り
の
「
四
十
二
丁
表
」
と
し
た
。
な
お
以
下
も
同
様
に
、第
六
話
は
露
伴
が
「
三

丁
」、
話
が
二
丁
裏
〜
三
丁
裏
に
よ
り
「
二
丁
裏
」、
第
九
は
露
伴
が
「
二
十
一
丁
」、

話
が
二
十
丁
裏
〜
二
十
一
丁
裏
に
よ
り
「
二
十
丁
裏
」、第
十
五
話
は
露
伴
が
「
六
十

丁
」、
話
が
五
十
九
丁
裏
〜
六
十
丁
表
に
よ
り
「
五
十
九
丁
裏
」
と
し
た
。

（
12
） 

露
伴
は
「
十
一
丁
」
と
記
す
が
、
正
し
く
は
「
十
七
丁
」
で
あ
る
。
な
お
第
十
五

話
も
「
宙
三
」（
前
掲
注
10
）
と
あ
る
が
、「
宙
五
」
が
正
し
い
。

（
13
） 

『
露
伴
翁
座
談
』（
昭
和
二
十
六
年
一
月
角
川
書
店
）
所
収
。
昭
和
十
一
年
十
二
月

二
十
二
日
の
談
。

（
14
） 

『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』
で
は
「
燋
悴
」、
す
な
わ
ち
憔
悴
の
意
。

（
15
） 

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』「
雖
」
に
拠
る
。

〔
付
記
〕
引
用
文
は
原
則
と
し
て
初
出
に
拠
り
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
、
ル

ビ
を
取
捨
し
た
。
な
お
、
稿
者
に
よ
る
注
は
﹇　

﹈
内
に
記
し
た
。
ま
た
必
要
に

応
じ
て
書
き
下
し
文
を
添
え
た
。


